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道
志
村
の
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
は
、「
日
本
一
の

水
源
の
郷
を
め
ざ
し
て
」
の
将
来
の
姿
を
描
き
な
が
ら
、

「
道
志
村
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に

留
意
し
つ
つ
、
住
民
生
活
の
安
定
と
住
み
よ
い
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
着
実
に
、
そ
し
て
、
積
極
的
な
施
策
と
事
業

を
展
開
し
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

特
に
経
済
情
勢
は
、
昨
年
来
の
変
化
す
る
ス
ピ
ー
ド
の

速
さ
、
ま
た
分
野
的
に
も
輸
出
産
業
を
中
心
に
多
岐
に
わ

た
っ
て
お
り
、
影
響
の
大
き
さ
は
ま
さ
に
戦
後
最
大
と
言

え
る
。
経
済
の
悪
化
に
伴
い
社
会
環
境
も
大
き
く
変
化
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
行
政
の
認
識
も
変
化
の
ス
ピ
ー
ド

に
対
応
し
、村
民
の
皆
様
と
共
に
こ
の
危
機
感
を
共
有
し
、

新
年
度
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、十
八
億
四
千
五
百
十
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、二
億
四
千
三
百
四
十
万
円
、

十
一
・
七
％
の
減
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
九
会

計
の
当
初
予
算
の
総
額
は
、
十
三
億
八
千
三
百
七
十
一
万

二
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、
八
千
二
百
五

十
七
万
八
千
円
、
六
・
三
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
今
年
度
の
主
な
施
策
等
に
つ
い
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。

●
美
し
い
環
境
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
横
浜
市
の
支
援
を
受
け
る
中
で
推
進
し
て

い
る
道
志
村
生
活
排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
計

画
に
対
す
る
進
捗
率
は
五
十
五
％
で
あ
る
が
、
費
用
負
担

の
在
り
方
、
新
住
民
世
帯
を
整
備
計
画
に
入
れ
る
か
ど
う

か
を
含
め
て
、
全
体
の
整
備
計
画
基
数
な
ど
に
つ
い
て
も
、

横
浜
市
と
協
議
す
る
中
で
見
直
し
を
行
い
、
今
後
の
事
業

推
進
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

住
民
の
日
常
生
活
に
密
接
な
、
ゴ
ミ
・
し
尿
処
理
事
業

の
う
ち
、
特
に
し
尿
処
理
に
つ
い
て
は
、
大
月
都
留
広
域

事
務
組
合
で
処
理
で
き
な
い
分
を
、
現
在
、
青
木
ヶ
原
ご

み
処
理
組
合
に
当
面
処
理
委
託
し
て
い
る
が
、
二
十
一
年

度
も
引
き
続
き
処
理
委
託
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
が
、
広

域
的
な
繋
が
り
の
中
で
安
定
的
な
引
受
先
の
検
討
も
含
め
、

今
後
の
処
理
の
在
り
方
を
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。新

規
の
事
業
と
し
て
は
、
農
業
用
水
、
水
源
地
確
保
、

水
源
地
域
保
全
整
備
事
業
を
取
り
入
れ
て
、
水
源
涵
養
や

農
業
用
水
利
施
設
の
機
能
維
持
の
観
点
か
ら
森
林
整
備
の

必
要
性
や
水
源
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
啓
発
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
水
源
地
と
し
て
の
道
志
村
の
自
然
環
境
を
未
来

に
向
か
っ
て
守
る
た
め
に
も
、
横
浜
市
当
局
の
ご
理
解
を

戴
く
中
で
、
特
に
今
年
度
か
ら
職
員
一
名
の
派
遣
を
受
け

て
、
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
計
画
の
策
定
に
今
年
度
か

ら
着
手
し
、
今
後
の
資
源
循
環
型
地
域
と
し
て
の
村
の
方

向
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
安
全
な
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

子
局
四
十
一
ケ
所
の
整
備
と
車
載
型
の
整
備
が
完
了
し
、

村
の
防
災
対
策
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
で
村
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
第
一
次
整
備

が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
こ
れ
ら
の
活

用
は
も
と
よ
り
、
消
防
団
幹
部
経
験
者
を
中
心
に
、
地
域

ご
と
の
自
主
防
災
組
織
の
整
備
を
推
進
し
て
い
く
中
で
、

行
政
、
消
防
団
、
地
域
住
民
の
三
者
が
一
致
協
力
し
て
、

自
助
・
共
助
・
公
助
と
言
う
よ
う
に
相
互
協
力
の
精
神
で
、

防
災
対
策
・
災
害
対
策
に
備
え
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、

全
世
帯
に
整
備
す
る
予
定
の
個
別
端
末
に
つ
い
て
も
、
七

月
か
ら
の
稼
働
開
始
に
よ
り
、
防
災
情
報
の
的
確
な
伝
達

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ
り
工
事
を
進
め
て
い

ま
し
た
、
村
民
の
待
望
久
し
か
っ
た
、
耐
震
施
設
で
あ
る
、

「
水
源
の
郷
・
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
」
の
完
成
に
よ
り
、

一
朝
有
事
の
場
合
に
は
、
村
の
防
災
・
災
害
活
動
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
活
用
を
図
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と
も
協

議
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

道
志
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
建
て
替
え

を
視
野
に
し
、
実
施
設
計
の
委
託
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

次
年
度
の
地
震
改
築
事
業
に
向
け
て
の
準
備
を
し
て
い
き

た
い
。

●
新
た
な
産
業
基
盤
の
あ
る
む
ら
づ
く
り
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
若
者
の
定
住
の
促
進
、
移
住

を
希
望
す
る
都
市
住
民
の
た
め
に
も
、
医
科
、
歯
科
診
療

所
、
並
び
に
教
員
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
跡
地
を
造
成

し
、
住
宅
建
設
計
画
の
作
業
を
進
め
て
い
く
。
平
成
元
年

に
建
設
し
た
村
営
池
之
原
住
宅
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
屋
根
・
外
壁
等
の
全
面
的
な
改
修
工

事
を
実
施
す
る
。

村
の
今
後
の
観
光
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

観
光
協
会
の
法
人
化
を
含
め
た
体
制
強
化
に
つ
い
て
、
財

平成21年５月１日（２）

新
年
度
予
算
の
考
え
方

（
三
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
村
長
挨
拶
抜
粋
）

道志村長

大田　昌博



（３）

政
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金

を
受
け
、
旧
久
保
分
校
を
交
流
施
設
に
改
修
整
備
し
、
体

験
学
習
の
受
け
入
れ
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
や
体

制
整
備
を
進
め
、
併
せ
て
、
こ
ど
も
農
山
漁
村
地
域
協
議

会
の
育
成
支
援
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
成
十
九
年
度
か
ら
進
め
て
い
る
村
の
観
光
施
設
民
営

化
に
つ
い
て
は
、
民
営
化
の
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
基

づ
き
、
本
年
四
月
一
日
か
ら
は
、
道
志
水
源
の
森
の
郷
土

料
理
の
館
と
そ
ば
道
場
に
つ
い
て
、
「
名
水
そ
ば
の
会
」

を
指
定
管
理
者
と
し
て
協
定
書
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
今
年
度
か
ら
は
、
道
の
駅
ど
う
し
の
管
理
運
営
を

含
め
た
新
た
な
視
点
で
、
新
規
分
野
の
開
拓
と
新
た
な
方

向
性
を
目
指
し
た
、
会
社
組
織
の
設
立
に
向
け
て
調
査
・

研
究
を
推
進
す
る
。
継
続
事
業
で
あ
る
地
籍
調
査
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
は
大
栗
・
小
善
地
地
区
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
林
道
関
係
で
は
、
林
道
掛
水
線
の
舗
装
、
椿
大

室
指
線
の
改
良
、
富
士
東
部
林
道
南
線
の
整
備
を
引
き
続

き
実
施
す
る
。

●
交
流
基
盤
の
整
っ
た
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
村
の
通
勤
・
通
学
、
産
業
・
経
済
活

動
の
大
動
脈
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
国
道
４
１
３
号
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
協
力
体
制
の
構
築
の
も
と
に
、

村
を
上
げ
て
、
県
・
国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
強
力
に
進

め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
の
関
係
自
治

体
や
県
域
を
越
え
て
の
広
域
的
な
協
力
体
制
も
検
討
し
て

い
く
し
、
併
せ
て
、
一
市
二
村
連
絡
道
路
の
忍
野
村
内
野

か
ら
山
中
湖
村
平
野
間
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
、
他
の

自
治
体
と
協
力
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
。

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
、
道
志
村
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に

よ
る
フ
レ
ッ
ツ
光
・
ネ
ク
ス
ト
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
目
指

し
、
個
別
端
末
に
よ
る
行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
い
く
。

さ
ら
に
は
、
若
者
の
定
住
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
、
二
地
域
居
住

の
推
進
に
も
あ
た
っ
て
も
そ
の
波
及
効
果
は
計
り
知
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
、
難
視
聴
対
策
事
業
に
つ
い

て
は
、
各
地
域
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合
を
設
立
し
て
い

た
だ
き
、
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
、
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
、
増
幅

器
の
設
置
等
の
受
信
施
設
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

こ
と
に
よ
り
対
応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ぬ
く
も
り
の
あ
る
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
で
は
、
高
齢
化
人
口
の
増
加
に
対
応
し
て
、
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
確
保
の
た
め
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
改
修
整
備
を
行
い
、
今
後
の
利
用
者
の
増
加

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
の
充
実
強
化
を
図
る

た
め
に
、
採
用
職
員
の
人
件
費
に
対
す
る
助
成
を
新
規
に

行
う
な
ど
体
制
整
備
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

子
育
て
環
境
の
充
実
と
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
結
婚
・
出
生
祝
い
金
、
人
生
記
念

樹
、
高
校
生
の
修
学
助
成
金
の
継
続
と
合
わ
せ
て
、
今
年

度
は
、
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
を
中
学
三
年
生
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
や
学
童
保
育
の
導
入
に
向
け
て
も
調
査
研
究
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

地
域
医
療
の
充
実
で
は
、
道
志
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
医
科
・
歯
科
診
療
総
合
施
設

を
建
設
し
、
併
せ
て
医
療
機
器
の
整
備
充
実
も
図
っ
て
行

き
た
い
、
そ
し
て
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
、
医
療
の
地
域
エ
リ

ア
と
し
て
、
国
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
も
並
行

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
の
確
保
を

目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、
医
師
住
宅
も
エ
リ
ア
内
に
移
転
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
て
い
き
た
い
。

●
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
て
る
む
ら
づ
く
り

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
の
充
実
は
村
の
施
策
の

重
点
施
策
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
た
め
の
義
務
教
育
の
振

興
に
つ
い
て
は
弛
み
な
く
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
地
域
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
小
学
校
、
中
学

校
の
情
報
教
育
の
推
進
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ

る
。
水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
こ

の
施
設
を
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
涯
学
習
機
会
の
増
大
、
併
せ
て
住

民
の
文
化
振
興
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

老
朽
化
し
て
い
る
村
民
グ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の

改
修
工
事
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ボ
イ
ラ
ー
の
整
備
も
今
年

度
に
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
道
志
村
内
で
の
遺
跡
分
布
の

基
礎
調
査
を
行
い
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

ま
た
、
一
昨
年
の
神
地
地
区
の
神
楽
保
存
会
に
対
す
る

補
助
に
続
い
て
、
今
年
度
は
、
川
原
畑
地
区
の
神
楽
保
存

会
に
対
し
て
も
助
成
を
行
っ
て
い
く
。

●
自
立
と
協
働
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て
、
住

民
自
ら
の
創
意
と
意
欲
に
よ
り
、
協
働
の
村
、
水
源
の
郷

づ
く
り
に
対
す
る
住
民
活
動
に
対
し
て
の
助
成
に
つ
い
て

も
三
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
新
た
な
産
業
の
創
出
、
地

域
の
活
性
化
に
向
け
て
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
一
年
度
は
、
明
治
二
十
二
年
七
月
一

日
に
村
制
が
施
行
し
て
百
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

「
つ
な
げ
た
い
。
水
と
緑
の
百
二
十
年
。
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
と
し
て
、
特
に
七
月
五
日
の
記
念
式
典
を
中
心
に
、

多
く
の
記
念
事
業
を
住
民
参
加
の
も
と
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
特
に
お
願
い

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。



議
案
第
九
号
　
　
道
志
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例

議
案
第
十
号
　
　
道
志
村
職
員
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
一
号
　
道
志
村
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
二
号
　
道
志
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
三
号
　
道
志
村
消
防
団
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
四
号
　
道
志
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
五
号
　
道
志
村
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
金
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
六
号
　
道
志
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
七
号
　
道
志
村
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

議
案
第
十
八
号
　
道
志
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
十
九
号
　
道
志
村
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
二
十
号
　
道
志
村
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
二
十
一
号
　
水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例

議
案
第
二
十
二
号
　
道
志
水
源
の
森
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
二
十
三
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
六
回)

議
案
第
二
十
四
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
四
回
）

一
番
議
員
（
杉
本
秀
明
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
長

質
問

○
少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

道
志
村
に
お
い
て
も
、
本
年
度
中
に
も

二
’
〇
〇
〇
人
の
人
口
を
下
回
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
が
、
人
口
の
減
少
に
本
当
に
危
機
感

を
感
じ
ま
す
。
今
、
少
子
化
問
題
が
あ
ら
ゆ

る
問
題
の
根
源
に
あ
り
将
来
像
を
暗
く
し
て

い
る
と
私
は
思
い
ま
す
。
国
全
体
が
減
少
し

て
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
諦
め
が
ち
な

考
え
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
少
子
化
の
社
会

的
背
景
の
中
で
分
析
研
究
を
し
て
、
本
村
に

於
い
て
は
、
人
口
増
加
策
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
一
般
質
問
の
中
で
子
育
て
支
援
、

住
宅
問
題
、
未
婚
者
の
出
会
い
支
援
な
ど
質

平成21年５月１日（４）

一
般
質
問

三
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
四
名
よ

り
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問
の
主
旨
と
こ
れ
に
対
す
る
村
長

な
ど
執
行
部
の
答
弁
の
主
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
会
だ
よ
り

三
月
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算
及
び

特
別
会
計
予
算
な
ど
可
決

平
成
二
十
一
年
三
月
、
議
会
定
例
会
は
三
月
十
一
日
か
ら
十
九
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
で
は
第
九
号
議
案
か
ら
請

願
第
二
号
ま
で
の
全
案
件
に
つ
い
て
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
二
十
五
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
四
回
）

議
案
第
二
十
六
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
三
回
）

議
案
第
二
十
七
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
二
十
八
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
回
）

議
案
第
二
十
九
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
回
）

議
案
第
三
十
号
　
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
回
）

議
案
第
三
十
一
号
　
平
成
二
十
年
度
道
志
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
一
回
）

議
案
第
三
十
二
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
一
般
会
計
予
算

議
案
第
三
十
三
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

議
案
第
三
十
四
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特

別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
五
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

議
案
第
三
十
六
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
老
人
医
療
費
特
別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
七
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
観
光
施
設
等
事
業
特
別
会

計
予
算

議
案
第
三
十
八
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
三
十
九
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
予
算

議
案
第
四
十
号
　
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
四
十
一
号
　
平
成
二
十
一
年
度
道
志
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

請
願
第
二
号
　
　
　
父
子
家
庭
や
母
子
家
庭
を
「
ひ
と
り
親
家
庭
」
と
し

て
平
等
な
取
り
扱
い
と
す
る
請
願



予
定
で
す
。
具
体
的
に
は
、
四
月
よ
り
準
備

を
始
め
、
指
導
員
の
募
集
や
場
所
の
検
討
を

行
い
、
実
際
に
行
う
の
は
夏
休
み
の
期
間
中

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
継
続
し

て
実
施
が
で
き
る
か
ど
う
か
さ
ら
に
検
討
を

し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
就
学
時
の
経
費
の
助
成
と
い
た
し

ま
し
て
、
高
校
就
学
助
成
金
が
現
在
支
給
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
十
月
分
よ
り
月
額

五
’
〇
〇
〇
円
の
も
の
を
一
〇
’
〇
〇
〇
円

に
増
加
し
て
現
在
支
給
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

更
に
小
中
学
校
の
子
ど
も
の
給
食
費
に
つ

い
て
も
、
一
食
あ
た
り
小
学
生
三
〇
円
・
中

学
生
四
〇
円
の
食
材
の
高
騰
に
よ
る
値
上
げ

の
分
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年
一
月
よ
り
値
上

げ
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
で
す
け
ど
も
、

父
兄
の
方
々
へ
の
負
担
を
考
慮
し
、
全
額
高

騰
分
を
公
費
負
担
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
就

学
助
成
金
及
び
給
食
費
に
つ
い
て
も
二
十
一

年
度
以
降
も
継
続
し
助
成
を
し
て
い
く
見
込

み
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
に
伴
い
、
生
ま
れ
て
か
ら

高
校
卒
業
ま
で
の
支
援
に
つ
い
て
の
主
な
も

の
で
道
志
村
独
自
の
も
の
を
挙
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
以

外
で
も
、
国
の
法
律
等
に
基
づ
き
、
乳
幼
児

の
健
康
診
断
、
視
能
覚
検
査
、
新
生
児
の
訪

問
、
心
理
相
談
、
歯
磨
き
指
導
、
離
乳
食
教

室
、
予
防
接
種
な
ど
市
町
村
で
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
や
ま
た
、
そ
の
他
に
も

市
町
村
独
自
の
事
業
も
か
な
り
あ
る
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

（
住
宅
問
題
に
つ
い
て
）

昨
年
十
二
月
の
定
例
会
の
際
の
議
員
さ
ん

の
質
問
で
も
あ
り
、
産
業
振
興
課
長
が
答
弁

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
更
に
、

具
体
的
な
目
標
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
空
き

家
住
宅
の
情
報
提
供
と
活
用
も
二
十
年
度
は

検
討
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
村
営
住
宅

の
建
設
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

や
は
り
要
望
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
、
平

成
二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
、
村
内
の
住
宅

需
要
等
を
調
査
し
、
更
に
具
体
的
な
ニ
ー
ズ

の
把
握
等
に
努
め
、
適
切
な
量
の
確
保
と
質

の
向
上
を
念
頭
に
計
画
を
立
て
な
が
ら
建
設

の
検
討
に
向
け
て
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度
に
向
け
ま
し

て
、
村
営
住
宅
の
建
設
が
で
き
る
よ
う
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
ま
た
、
入
居
の
条
件
や
、

住
宅
使
用
料
等
の
制
限
に
つ
い
て
も
、
村
独

自
に
設
定
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
共
に
考
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
未
婚
者
の
出
会
い
支
援
に
つ
い
て
）

十
二
月
の
一
般
質
問
の
折
に
も
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
具
体
的

策
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

郡
内
で
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
都
留
市
・
大
月
市
・
上
野
原
市
・

富
士
吉
田
市
・
富
士
河
口
湖
町
で
共
に
郡
内

の
協
議
会
が
あ
り
、
県
の
レ
ベ
ル
で
の
協
議

会
も
あ
り
、
各
々
連
絡
を
取
り
合
っ
て
そ
の

人
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
探
し
な
が
ら

出
会
う
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

こ
の
内
で
す
ね
、
あ
る
結
婚
相
談
員
の
い

る
公
共
団
体
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
相
談
員

に
よ
る
相
談
を
毎
週
月
曜
日
の
午
前
十
時
か

ら
十
二
時
ま
で
開
催
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

現
在
登
録
者
は
二
十
五
名
、
内
女
性
が
五
分

の
一
く
ら
い
、
男
性
は
、
だ
い
た
い
三
十
代

〜
五
十
代
、
女
性
二
十
代
〜
四
十
代
で
、
二

十
年
前
く
ら
い
か
ら
開
設
し
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
当
時
は
四
〇
〇
名
く
ら
い
会
員
が
い

た
よ
う
で
す
。
現
在
、
成
果
と
し
て
は
年
に

一
組
か
二
組
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で

す
。
一
度
登
録
の
申
請
を
す
る
と
二
年
間
は

保
管
さ
れ
、
そ
の
区
域
だ
け
で
な
く
他
の
市

町
村
の
人
と
も
受
け
付
け
て
交
流
を
進
め
て

い
き
な
が
ら
出
会
う
き
っ
か
け
を
つ
く
る

と
、
そ
れ
を
二
ヶ
月
に
一
度
会
合
が
あ
る
そ

う
で
、
ど
の
人
と
ど
の
人
が
良
い
か
話
し
合

い
会
い
、
会
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
そ
ん

な
よ
う
な
状
態
だ
そ
う
で
す
。

ま
た
、
郡
の
協
議
会
と
か
県
の
協
議
会
に

持
ち
出
し
て
の
相
談
も
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

比
較
的
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
繊
細
な
問
題
が

あ
り
、
係
わ
り
合
い
が
な
か
な
か
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
先
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
各
市
町
村
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら

相
談
し
て
い
く
中
で
、
広
報
等
を
使
い
紹
介

し
な
が
ら
相
互
に
連
絡
を
取
り
、
様
子
を
見

守
り
な
が
ら
対
応
す
る
の
が
望
ま
し
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

再
質
問

郡
内
の
各
市
町
村
の
連
携
を
持
っ
て
の
未

婚
者
の
出
会
い
の
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
村
独
自
の
何
か
方
策
は
考
え
ら
れ
な

（５）

問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
具
体
的

に
起
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
そ
し
て
政

策
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

回
答

○
ま
ち
づ
く
り
調
整
室
長

昨
年
か
ら
の
ご
質
問
の
中
の
子
育
て
支
援
、

住
宅
問
題
、
未
婚
者
の
出
会
い
等
支
援
の
二

十
一
年
度
以
降
の
具
体
的
な
政
策
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
で
す
。

（
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
）

現
在
本
村
で
は
、
子
育
て
、
す
こ
や
か
子

育
て
医
療
助
成
事
業
と
い
た
し
ま
し
て
、
小

児
期
の
病
気
の
か
か
り
や
す
く
、
家
族
の
負

担
の
多
い
時
期
の
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

を
、
平
成
十
八
年
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
を

無
料
と
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
二
十
一
年
度

か
ら
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
に
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
、
少
し
で

も
家
族
の
負
担
を
減
少
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
「
遊
び
・
学
ぶ
・
子
育
て

教
室
」
と
い
う
こ
と
で
道
志
村
独
自
の
「
つ

ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
保
育
所
に
入
所
す
る
前
の
子
ど
も

を
持
つ
親
と
子
ど
も
を
対
象
に
し
て
お
り
ま

す
が
、
親
子
の
つ
な
が
り
、
健
全
な
育
児
の

相
談
、
食
育
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
親
同
士
の

悩
み
の
相
談
、
ま
た
、
子
供
同
士
の
交
流
の

場
と
し
て
、
月
に
二
度
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
実
施
し
、
好
評
を
得
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

来
年
度
で
す
け
れ
ど
も
、
新
規
の
事
業
で

す
が
、
学
童
保
育
の
事
業
を
「
試
行
」
す
る



い
か
、
再
度
伺
い
ま
す
。

回
答

○
ま
ち
づ
く
り
調
整
室
長

村
独
自
も
考
え
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
比
較
的
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

問
題
で
村
内
の
そ
う
い
っ
た
相
談
所
を
開
設

す
る
に
あ
た
り
、
ま
た
、
情
報
や
、
う
わ
さ

等
か
な
り
広
が
る
と
個
人
情
報
と
か
本
人
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
触
れ
る
こ
と
も
考
え

る
と
、
村
内
で
な
く
他
の
町
村
同
士
の
交
流

と
い
う
か
、
そ
う
い
う
と
こ
の
出
会
い
が
で

き
れ
ば
村
の
中
で
の
評
判
等
立
た
な
い
で
、

い
ろ
ん
な
話
が
進
め
ら
れ
る
か
な
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
ち
ろ
ん
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
村
内

で
の
開
設
も
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

再
質
問

●
住
宅
問
題
の
中
で
空
き
家
住
宅
の
活
用
や

村
営
住
宅
の
活
用
な
ど
あ
る
と
思
う
が
、
七

月
に
は
光
通
信
が
利
用
で
き
る
の
で
、
在
宅

勤
務
で
き
る
人
を
村
に
定
住
さ
せ
た
い
と
い

う
、
私
な
り
考
え
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
の
考
え
は
あ
り
ま
す

か
ど
う
か
、
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

回
答

○
ま
ち
づ
く
り
調
整
室
長

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
っ
た
仕
事
の
で
き
る
方

が
、
村
内
に
定
住
若
し
く
は
移
り
住
ん
で
い

た
だ
く
事
は
大
歓
迎
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
番
議
員
（
佐
藤
喜
章
議
員
）

総
務
常
任
委
員
長

質
問

○
職
員
給
与
の
減
額
に
つ
い
て

経
済
状
況
の
大
変
厳
し
い
中
、
一
般
村
民

は
仕
事
を
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
考
え
、
仕
事
は
安
定

し
、
倒
産
、
リ
ス
ト
ラ
に
あ
う
こ
と
も
無
い

と
い
う
よ
う
な
公
務
員
の
給
与
を
少
し
で
も
、

村
民
ま
た
地
域
住
民
に
近
づ
け
る
こ
と
は
少

し
も
お
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

隣
市
町
村
の
中
に
も
給
与
減
額
を
考
え
る
若

し
く
は
も
う
実
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
村
長

の
考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

回
答

○
村
長

村
で
は
、
平
成
十
七
年
に
当
面
は
単
独
存

続
す
る
こ
と
を
決
定
し
新
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
、
そ
し
て
五
年
間
を
目
途
と
し
た
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
も
と
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な

行
政
の
確
立
の
た
め
、
行
政
全
般
に
わ
た
っ

て
の
事
務
、
事
業
に
つ
い
て
の
徹
底
的
な
見

直
し
、
経
費
の
削
減
に
向
け
て
努
力
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
、
特
に
人
件
費
の
削
減
の
た
め
の

職
員
数
を
六
名
、
十
一
・
五
％
削
減
す
る
計

画
に
つ
い
て
は
八
名
の
削
減
を
行
い
一
年
前

倒
し
で
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
管
理
職
手
当
の
半
減
、
職
員
の
時

間
外
勤
務
手
当
の
抑
制
に
つ
い
て
は
、
継
続

し
て
現
在
も
実
施
中
で
あ
り
人
件
費
の
削
減

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
道
志
村
職
員
の
給
与
は
、
他
の
自

治
体
と
比
較
し
て
み
て
も
ラ
ス
パ
イ
レ
ル
指

数
で
も
決
し
て
そ
の
水
準
が
特
に
高
い
訳
で

も
な
い
。
そ
し
て
、
公
債
費
比
率
等
の
財
政

指
標
に
つ
い
て
も
常
に
健
全
性
を
確
保
し
て

お
り
、
村
の
財
政
状
況
が
、
今
、
決
し
て
厳

し
い
状
況
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

現
在
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ
り
、
事
務

の
権
限
移
譲
に
よ
り
業
務
量
は
増
大
し
、
ま

た
地
方
の
再
生
な
ど
の
対
策
、
さ
ら
に
は
、

現
在
は
臨
時
的
な
交
付
金
が
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
な
ど
業
務
は
増
え
る
傾
向
は
続
い
て
い

ま
す
。
む
し
ろ
職
員
に
は
自
己
啓
発
し
、
資

質
向
上
に
努
め
、
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
て
、
村
民
の
た
め
、
村
の
た
め
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
職
員

給
与
の
特
例
減
額
な
ど
の
措
置
を
実
施
す
る

考
え
は
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
議
員
の
考

え
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
中
で
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
て
参
り
た
い
の
で
、
是
非

と
も
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

○
寒
冷
地
手
当
の
支
給
を
辞
退
す
る
考
え
方

に
つ
い
て

昨
年
よ
り
寒
冷
地
手
当
の
支
給
を
決
定
し
、

既
に
支
給
も
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
先
の

質
問
の
考
え
方
の
中
、
そ
の
支
給
を
辞
退
す

る
と
い
う
考
え
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
連
日
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
手
当
ば
か
り
で
は
な

く
本
給
さ
え
も
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
は
仕
事
さ
え
失

っ
て
お
り
ま
す
。
自
分
も
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
が
仕
事
の
量
も
減
り
大
変
厳
し
い
状
態

で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
村
長
は
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り
で
し
ょ
う
か
。

回
答

○
村
長

寒
冷
地
手
当
の
支
給
辞
退
に
つ
い
て
で
す

が
、
平
成
十
七
年
か
ら
三
年
間
、
既
に
支
給

を
凍
結
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
二

十
年
度
か
ら
支
給
を
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、

当
面
は
支
給
を
継
続
し
、
今
後
の
社
会
情
勢

を
見
定
め
て
、
議
員
各
位
と
も
協
議
す
る
中

で
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

○
職
員
手
当
の
公
開
に
つ
い
て

現
在
役
場
内
で
支
給
さ
れ
て
い
る
、
各
種

手
当
の
項
目
と
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
額
の
わ
か

る
資
料
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
職
員
の
給
与
に
つ
き
ま
し
て
は
広
報

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
手
当
の
公
開
は
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で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

回
答

○
村
長

職
員
に
対
す
る
各
種
手
当
の
項
目
と
支
給

額
及
び
職
員
給
与
と
手
当
の
公
開
に
つ
い
て

で
す
が
、
職
員
に
対
す
る
給
与
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
務
員
法
第
二
十
四
条
第
六
項
に
よ
り
、

道
志
村
職
員
給
与
条
例
を
制
定
し
給
与
に
関

す
る
事
項
を
定
め
て
い
る
も
の
で
、
各
種
手

当
の
種
類
と
金
額
に
つ
い
て
は
、
予
算
書
の

給
与
費
明
細
書
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
の
で
参
照
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
給
与
の
支
給
状
況
等
を
含
ん
だ
内
容

の
、
「
道
志
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
を
今
期
定
例
会
の

中
で
審
議
し
て
い
た
だ
き
、
住
民
に
対
す
る

公
表
を
義
務
付
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
職
員
の
個
人
毎
の
給
与
と
手
当
の

公
開
に
つ
い
て
は
、
今
期
個
人
情
報
の
保
護

の
観
点
か
ら
難
し
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
是

非
と
も
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

○
村
長
の
再
選
に
つ
い
て

昨
年
の
十
二
月
議
会
定
例
会
で
同
僚
議
員

よ
り
、
村
長
の
再
選
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、

そ
の
際
の
答
弁
と
し
ま
し
て
前
向
き
に
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
こ
こ
で
特
別

交
付
金
も
決
定
し
、
道
志
村
は
特
に
高
い
伸

び
率
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
村
の
職
員
と
一
体
と
な
っ
た
行
政
運
営
が

県
に
評
価
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
再
選
に
向

け
て
の
村
長
の
考
え
方
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

回
答

○
村
長

次
に
再
選
に
関
す
る
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
は
じ
め
に
議
員
各
位
か
ら

「
再
選
出
馬
の
要
請
書
」
と
い
う
形
で
、
全

議
員
の
連
名
に
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

対
し
て
は
重
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。
単

独
存
続
を
選
択
し
た
中
、
ま
た
小
規
模
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
を
増
す
中
で

の
村
政
運
営
が
一
定
の
評
価
を
受
け
た
も
の

と
心
強
い
思
い
の
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。十

二
月
の
議
会
に
お
い
て
、
佐
藤
一
仁
議

員
よ
り
質
問
を
受
け
、
以
来
熟
慮
を
重
ね
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
四
年
間
選
挙
公
約
に
基

づ
い
て
、
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
、

住
民
参
加
型
村
政
の
推
進
、
公
平
公
正
な
政

治
、
地
域
の
自
然
や
文
化
を
大
事
に
し
た
村

政
運
営
を
目
指
し
て
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

更
に
は
活
力
あ
る
地
域
、
住
民
が
誇
り
と
愛

着
を
持
て
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
総
合
計

画
の
「
日
本
一
の
水
源
の
郷
を
め
ざ
し
て
」

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
現
在
進
め
て
い
る
情
報
化
時
代

へ
の
対
応
と
し
て
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整

備
、
生
涯
教
育
の
拠
点
、
そ
し
て
防
災
機
能

を
有
す
る
「
水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
」

の
建
設
、
高
齢
化
へ
の
対
応
と
し
て
の
医
科

歯
科
総
合
診
療
所
建
設
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

改
修
等
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実
も
形
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
こ
う
し
た
ハ
ー

ド
を
如
何
に
使
う
か
、
更
に
有
効
的
な
利
活

用
に
向
け
て
の
智
恵
と
努
力
が
必
要
に
な
っ

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
更
に
は
昨
年
よ
り
の
経
済
情
勢
の

悪
化
に
よ
る
地
域
事
情
に
対
応
す
る
た
め
に

も
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
の
っ
と
り
効
率
の
良

い
行
財
政
運
営
と
無
駄
を
省
く
こ
と
、
職
員

数
の
削
減
、
組
織
や
事
業
の
見
直
し
と
研
修

制
度
の
活
用
に
よ
る
職
員
資
質
の
向
上
、
指

定
管
理
者
制
度
の
活
用
等
に
よ
り
組
織
の
効

率
性
を
高
め
村
民
要
望
に
速
や
か
に
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
進
め
て
参
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
の
将
来
に
む
け
て

地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
、
磨
き
上
げ
が
必

要
で
あ
り
、
付
加
価
値
の
高
い
六
次
産
業
の

核
づ
く
り
、
自
然
環
境
を
生
か
し
た
子
ど
も

農
山
村
交
流
事
業
の
育
成
、
道
志
材
の
活
用

や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

設
置
に
よ
る
若
者
の
呼
び
込
み
や
環
境
関
連

企
業
の
誘
致
の
検
討
等
も
行
っ
て
参
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
経
営
か
ら
更
に
は
道

志
ら
し
さ
を
生
か
し
た
村
民
は
じ
め
多
様
な

主
体
の
協
働
に
よ
る
地
域
経
営
へ
と
進
め
る

大
事
な
時
期
に
差
し
か
か
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

こ
う
し
た
山
積
す
る
課
題
が
あ
る
中
、
道

半
ば
の
事
業
の
実
行
を
す
る
こ
と
、
更
に

「
日
本
一
の
水
源
の
郷
づ
く
り
」
に
全
力
を

傾
注
す
る
こ
と
も
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
私
の
地
域
に
対
す
る
貢

献
を
し
た
い
と
の
思
い
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。こ

う
し
た
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
村
民
の
皆
様
の
信
任
を
得
ら
れ
る
の
で

あ
れ
ば
引
き
続
き
村
政
運
営
に
携
り
た
い
と

決
意
を
い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
議
員
各
位
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

五
番
議
員
（
藤
原
光
政
議
員
）

経
済
建
設
常
任
委
員

質
問

○
村
道
改
良
に
つ
い
て

村
道
改
良
に
つ
い
て
で
す
が
、
新
し
い
診

療
所
建
設
に
伴
っ
て
谷
相
側
か
ら
の
村
道
改

修
に
つ
い
て
で
す
が
、
い
つ
頃
、
ど
の
位
の

幅
員
で
実
施
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

村
道
谷
相
池
之
原
線
整
備
に
つ
い
て
で
す

が
、
本
路
線
の
改
良
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県

営
事
業
で
あ
り
ま
す
「
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
」
の
中
で
位
置
づ
け
を
し
て
お
り
ま

す
。
既
に
一
部
の
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
幅

員
四
ｍ
の
道
路
整
備
が
終
了
し
て
お
り
、
来

年
度
に
関
し
て
は
、
和
出
村
側
か
ら
中
学
校

ま
で
の
区
間
を
改
良
整
備
す
る
予
定
に
な
っ

（７）



て
い
ま
す
。
谷
相
側
か
ら
の
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
橋
の
架
け
替
え
等
に
伴
う
問
題

等
々
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら

平
成
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
の
工
事
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

○
平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
つ
い
て
で
す
が
、

二
十
一
年
度
予
算
の
中
で
重
点
的
に
予
算
計

上
し
た
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
か
具
体

的
に
伺
い
ま
す
。

回
答

○
総
務
課
長

平
成
二
十
一
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
計
画
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
「
日
本
一

の
水
源
の
郷
を
め
ざ
し
て
」
の
実
現
に
向
け

施
策
・
事
業
等
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
実
行
し
、

村
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
財
源

の
重
点
的
、
効
率
的
配
分
を
行
う
な
ど
し
て
、

さ
ら
に
財
政
の
健
全
性
を
図
り
な
が
ら
施
策

に
つ
い
て
は
積
極
的
に
計
上
す
る
こ
と
と
し

て
予
算
編
成
を
行
っ
て
お
り
、
次
の
三
点
を

重
点
的
に
行
う
予
定
で
す
。

●
地
域
医
療
の
充
実
と
し
て
、
総
合
診
療
施

設
の
整
備
を
行
い
、
さ
ら
に
医
療
機
器
等
も

更
新
し
、
住
民
の
医
療
体
制
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
医
師
住

宅
の
建
て
替
え
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実
と
し
て
、
す
こ
や
か

子
育
て
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
者
の
拡
大
、

妊
産
婦
の
健
診
に
つ
い
て
健
康
状
態
の
把
握
、

検
診
数
の
増
加
等
も
行
い
。
さ
ら
に
い
き
い

き
健
康
村
ど
う
し
健
診
事
業
、
そ
う
い
う
事

業
を
推
進
す
る
た
め
に
重
点
的
に
配
分
を
し

て
お
り
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
施
設
の
改
修
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
そ
れ
か
ら
在
宅
福
祉
の
ふ
れ
あ
い

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
行

っ
て
お
り
ま
す
。
配
食
、
紙
オ
ム
ツ
、
理
美

容
サ
ー
ビ
ス
等
を
増
や
し
て
高
齢
者
福
祉
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
、
県
の
補
助
金
を
受
け
て

行
う
継
続
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
、
財
源
を
確
保

し
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
予
算
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

質
問

○
雇
用
創
出
対
策
事
業
に
つ
い
て

雇
用
創
出
対
策
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

先
月
の
あ
る
報
道
機
関
の
報
道
に
よ
り
ま
す

と
、
政
府
は
雇
用
創
出
へ
二
〇
六
事
業
を
取

り
ま
と
め
た
と
の
事
で
す
が
、
我
が
道
志
村

に
お
き
ま
し
て
雇
用
創
出
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

雇
用
創
出
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
百
年

に
一
度
と
言
わ
れ
る
世
界
的
金
融
危
機
の
中
、

多
く
の
企
業
で
雇
用
意
欲
が
急
速
に
冷
え
込

ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
政
府
は
、
三
年
間

で
一
六
〇
万
人
の
雇
用
創
出
に
向
け
て
の
支

援
策
を
具
体
化
し
て
お
り
ま
す
。
村
と
し
ま

し
て
も
、
国
の
こ
う
い
っ
た
緊
急
経
済
対
策
、

緊
急
雇
用
対
策
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
国

の
関
連
で
あ
り
ま
す
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
交
付
金
」
及
び
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
」

を
活
用
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
強
化
に
向

け
た
雇
用
支
援
、
林
道
等
の
草
刈
に
対
し
て

の
雇
用
対
策
を
実
施
し
、
三
年
度
で
合
わ
せ

て
二
十
四
人
、
総
額
一
’
六
〇
〇
万
円
規
模

の
対
策
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
耕

作
放
棄
地
対
策
に
お
け
る
「
再
生
利
用
緊
急

対
策
交
付
金
」
を
活
用
し
て
の
地
域
協
議
会

で
の
雇
用
、
民
間
と
協
力
し
た
「
救
急
情
報

キ
ッ
ド
商
品
」
の
開
発
事
業
に
よ
る
雇
用
創

出
、
公
共
工
事
に
期
待
さ
れ
る
雇
用
増
、
さ

ら
に
は
観
光
産
業
の
拡
大
へ
向
け
た
新
た
な

雇
用
機
会
の
創
出
の
た
め
子
供
農
山
村
交
流

事
業
の
推
進
、
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
観
光
協

会
等
の
組
織
の
強
化
支
援
、
直
営
施
設
に
お

き
ま
し
て
の
「
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
」
に
係

る
雇
用
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
、
旧
久
保

分
校
の
新
た
な
活
用
策
で
の
雇
用
創
出
、
学

童
保
育
事
業
及
び
保
育
所
事
業
で
の
雇
用
、

村
単
教
員
の
増
員
雇
用
等
々
、
雇
用
創
出
に

向
け
て
の
様
々
な
事
業
に
よ
っ
て
、
短
期
、

長
期
で
の
雇
用
も
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
今

後
も
、
関
係
機
関
あ
る
い
は
民
間
企
業
と
の

協
力
、
連
携
の
も
と
で
総
合
的
に
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

○
事
務
作
業
改
善
に
つ
い
て

事
務
作
業
改
善
に
つ
い
て
で
す
が
、
昨
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
事
務
作
業
改
善
の

一
つ
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
後
、
実
施
し
た

中
で
ど
の
よ
う
な
改
善
、
実
績
が
あ
っ
た
か

伺
い
ま
す
。

回
答

○
ま
ち
づ
く
り
調
整
室
長

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
最
重
点
課
題
に
、

平
成
二
十
年
度
よ
り
課
を
い
く
つ
か
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
仕
事
を
共

有
し
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
は
グ
ル
ー
プ
内
の
仕

事
全
て
を
把
握
し
た
上
で
課
長
を
補
佐
す
る
。

と
い
う
ふ
う
に
、
担
当
職
員
、
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
、
課
長
職
と
三
つ
の
段
階
に
分
け
て

発
足
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
制
に
よ
り
リ
ー

ダ
ー
の
業
務
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
課
長
の

指
示
事
項
に
基
づ
き
業
務
を
行
う
と
共
に
、

職
員
へ
の
業
務
の
適
正
配
分
を
行
い
、
グ
ル

ー
プ
内
で
の
協
力
体
制
に
よ
り
業
務
遂
行
を

行
う
。
所
管
業
務
に
つ
い
て
進
行
管
理
を
行

う
。
日
常
の
業
務
に
つ
い
て
、
業
務
改
善
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
、
Ｉ
Ｔ
化
、
委
託
化
等
に

よ
り
、
業
務
の
ス
リ
ム
化
や
効
率
化
に
努
め

る
。
平
常
業
務
を
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
を

目
標
に
す
る
。
と
い
う
よ
う
な
業
務
内
容
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
来
の
経
済
不
況

や
国
に
お
い
て
の
異
例
の
業
務
の
追
加
な
ど

に
よ
り
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き

り
申
し
ま
し
て
、
業
務
改
善
、
平
常
業
務
の

ス
リ
ム
化
や
業
務
量
の
削
減
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
常
の
業
務
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に
お
い

て
う
ま
く
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
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た
だ
、
グ
ル
ー
プ
制
を
と
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
割
り
当
て
ら
れ
た

業
務
を
遂
行
し
て
き
た
従
来
の
や
り
方
に
比

べ
、
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
内
の
業

務
に
つ
い
て
の
情
報
の
交
換
や
事
務
の
共
有

が
徐
々
に
見
え
始
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
試
行
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
手
探
り
で
の
運
用
が
な
さ
れ

ま
し
た
が
、
二
十
一
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
二
〇
年
度
の
反
省
を
省
み
な
が
ら

グ
ル
ー
プ
制
の
検
討
と
改
善
を
進
め
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

質
問

○
そ
ば
処
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

水
源
の
森
の
そ
ば
処
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
で
す
が
、
「
そ
ば
処
」
と
「
そ
ば
打
ち

道
場
」
を
指
定
管
理
者
と
の
締
結
に
至
っ
た

経
緯
と
そ
の
内
容
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

そ
ば
処
、
そ
ば
道
場
の
指
定
管
理
者
に
つ

い
て
で
す
が
、
観
光
施
設
の
民
営
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
営
化
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
作
業
を
進
め
て
い
る

所
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
水
源
の
森
の
そ
ば

処
・
そ
ば
道
場
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
指
定

管
理
制
度
を
導
入
す
る
取
り
組
み
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
法
令
及

び
道
志
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
に

関
す
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
ま
し
て
作
業
を

進
め
て
お
り
、
今
回
の
水
源
の
森
の
公
募
に

関
し
ま
し
て
は
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
十
二

月
十
二
日
ま
で
募
集
を
行
い
、
そ
の
結
果
、

応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
再

募
集
を
行
う
方
針
を
固
め
る
な
か
で
、
当
施

設
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
何
ら
か
の
支
援

体
制
が
必
要
で
あ
る
と
の
決
定
を
し
、
再
募

集
要
項
に
「
施
設
整
備
の
支
援
と
運
営
の
支

援
を
協
議
す
る
」
旨
の
項
目
を
加
え
る
な
か

で
再
度
の
公
募
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
結
果
、
「
名
水
そ
ば
の
会
」
の
一
団

体
か
ら
応
募
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
規
定
に
基

づ
き
ま
し
て
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
及

び
指
定
管
理
者
選
定
部
会
を
設
置
し
て
、
一

次
審
査
、
二
次
審
査
の
上
、
申
請
者
が
適
当

と
認
め
ま
し
た
の
で
、
ご
提
案
し
、
二
月
の

臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
決
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

指
定
者
と
は
協
定
書
等
の
締
結
を
済
ま
せ

ま
し
て
、
四
月
か
ら
は
指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
質
問

村
道
改
良
に
つ
い
て
で
す
が
、
解
決
す
べ

き
問
題
と
い
う
点
が
出
て
き
た
が
、
解
決
す

べ
き
問
題
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

橋
の
架
け
替
え
に
伴
う
県
と
の
河
川
協
議

の
な
か
で
、
当
初
、
現
状
よ
り
一
ｍ
程
度
設

置
高
を
上
げ
る
こ
と
で
、
設
計
が
で
き
て
い

た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
再
協
議
の
な
か
で
、

橋
の
高
さ
を
更
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
指
導

が
あ
り
ま
し
て
、
現
在
、
農
務
事
務
所
の
方

で
設
計
の
見
直
し
を
し
て
い
る
最
中
で
あ
り

ま
す
。
設
計
が
固
ま
り
次
第
、
村
へ
の
協
議
、

関
係
者
へ
の
説
明
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
は
議
員
の
皆
さ
ん
に
報
告

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

九
番
議
員
（
佐
藤
茂
美
議
員
）

文
教
厚
生
常
任
委
員

質
問

○
道
志
村
の
過
疎
対
策
に
つ
い
て

道
志
村
の
過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
年
十
二
月
二
十
五
日
厚
生
労
働
省
の
国
立

社
会
保
険
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
県
下

の
三
〇
年
後
の
推
計
人
口
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
県
下
二
十
八
市
町
村
の

う
ち
に
増
加
す
る
の
は
、
昭
和
町
、
富
士
河

口
湖
町
の
二
町
に
と
ど
ま
り
、
山
間
地
中
心

に
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
限
界
集
落
が
続
出

し
、
自
冶
体
の
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

道
志
村
の
人
口
も
、
一
’
四
七
四
人
と
い

う
予
想
が
出
て
い
ま
す
。
既
に
集
落
に
置
い

て
は
、
小
中
学
生
が
少
な
く
、
消
防
団
員
の

確
保
が
難
し
く
な
り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
農

業
委
員
の
な
り
て
の
無
い
よ
う
な
状
態
が
表

れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
「
人
か
ら
貧
乏
」
と

言
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
立
派
な
家
や

施
設
を
造
っ
て
も
人
が
住
ま
な
く
て
は
何
も

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
状
態
を
担
当
課
長
、
村

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

回
答

○
村
長

道
志
村
の
過
疎
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

国
に
お
い
て
は
、
過
疎
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
〇
年
代
、
高
度
経
済
成
長
を
背
景
と

し
た
農
山
漁
村
地
域
に
お
け
る
急
激
な
人
口

減
少
が
始
ま
り
、
こ
の
た
め
地
域
社
会
の
基

礎
的
条
件
の
維
持
が
困
難
と
な
る
『
過
疎
現

象
』
が
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、

人
口
の
過
度
の
減
少
防
止
対
策
を
主
な
目
的

と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
第
一
次
の
過
疎

法
で
あ
る
「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」

が
時
限
立
法
と
し
て
制
定
さ
れ
、
以
後
、
現

在
に
至
る
ま
で
、
過
疎
に
対
す
る
法
律
は
順

次
制
定
さ
れ
、
平
成
十
二
年
か
ら
は
現
在
の

自
立
の
た
め
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
、
運
用
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

道
志
村
で
は
、
過
去
三
十
九
年
間
の
こ
れ

ら
の
法
律
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
人
口
の
増
加
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
統
計
を
見
て
い
く
と
、
国
勢
調

査
で
す
が
昭
和
四
十
年
か
ら
六
十
年
の
二
十

（９）



年
間
で
約
六
二
〇
人
減
少
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
降
六
十
年
か
ら
平
成
十
七
年
の

二
〇
年
間
で
は
九
〇
人
の
減
少
に
留
ま
っ
て

お
り
ま
す
。

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
過
去
の
先
輩
方
の

施
策
が
現
在
を
維
持
し
、
人
口
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
交
流
人
口
に
お
い
て
は
、
一

〇
〇
万
人
を
数
え
る
ほ
ど
に
な
っ
て
お
り
、

村
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

人
口
の
減
少
は
、
議
員
の
言
わ
れ
る
と
お

り
、
一
番
の
基
本
的
な
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

限
界
集
落
の
対
策
と
し
て
は
一
昨
年
立
ち
上

が
っ
た
、
全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会
に
お

き
ま
し
て
も
、
ポ
ス
ト
過
疎
法
に
む
け
て
昨

年
の
喜
多
方
市
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
は

じ
め
、
本
年
二
月
に
は
東
京
で
「
新
た
な
過

疎
対
策
に
向
け
て
の
水
源
の
里
か
ら
の
提
言
」

と
い
う
こ
と
で
、
公
開
討
論
会
を
開
催
し
、

来
月
に
は
、
関
係
省
庁
等
に
こ
の
提
言
書
を

提
出
す
る
活
動
も
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
更
に
過
疎
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
合
計
画
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
人
口
の
増

加
の
た
め
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
就
労
の

場
所
の
創
設
、
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と

い
う
よ
う
な
、
道
志
村
に
住
み
た
く
な
る
よ

う
な
施
策
を
と
り
、
定
住
者
の
確
保
に
向
け

た
対
策
が
今
後
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
課
長
の

ほ
う
か
ら
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答

○
ま
ち
づ
く
り
調
整
室
長

そ
れ
で
は
、
村
長
に
引
き
続
き
、
過
疎
の

対
策
に
つ
い
て
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
ほ
ど
の
国
の
政
策
に
鑑
み
、
道
志
村
に
お

い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
道
路
整
備
は
も
と
よ
り
、
各
地
区

の
公
民
館
、
観
光
施
設
、
医
療
・
福
祉
施
設
、

上
下
水
道
施
設
、
住
宅
の
建
設
、
教
育
施
設

整
備
な
ど
、
ま
た
最
近
は
情
報
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
住
民

の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、
そ
の

時
々
に
合
っ
た
政
策
、
施
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
ほ
ど
も
申
し
た
と
お

り
、
人
口
の
減
少
は
未
だ
に
続
い
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
の
杉
本
議
員
か
ら
の
ご
質
問
の
よ

う
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
に
は
道
志

村
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
か
、

行
っ
て
い
く
の
か
が
大
事
な
用
件
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

山
間
地
で
あ
り
、
僻
村
で
あ
る
道
志
村
で

あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
こ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
を
好
ん
で
住
み
着
く
方
も
か
な
り
増
え
て

お
り
ま
す
が
、
や
は
り
要
望
と
し
て
は
、
自

然
の
中
で
暮
ら
す
の
は
良
い
が
、
生
活
環
境

の
う
ち
、
家
の
中
は
、
都
会
と
同
じ
と
い
う

風
な
要
望
が
多
数
み
え
ら
れ
ま
す
。

村
の
人
口
は
、
過
日
、
条
例
の
制
定
が
あ

り
ま
し
た
消
防
団
員
の
定
数
の
改
正
を
例
に

減
少
が
続
い
て
お
り
、
若
者
が
住
め
る
よ
う

な
環
境
で
あ
る
就
業
の
場
・
子
育
て
環
境
の

充
実
・
さ
ら
に
住
宅
政
策
が
必
要
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
を
中
心

に
現
在
あ
る
観
光
施
設
、
ま
た
、
建
設
中
の

や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
、
光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
整

備
に
よ
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
有
機
的
に

活
用
し
、
若
者
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
新
た
な
産
業
の
創
出
の
検
討
な
ど
、
ま
た
、

高
齢
者
対
策
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
来
年
度
建

設
予
定
の
医
科
・
歯
科
診
療
所
の
建
設
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
等
に
よ
り
、
村
内

の
施
設
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
面

で
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
に
よ
り

地
域
活
動
の
参
画
を
促
す
よ
う
に
、
地
域
会

議
の
創
設
に
よ
る
職
員
に
よ
る
地
域
担
当
制

の
検
討
も
来
年
度
は
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、

村
内
に
住
ん
で
い
る
人
が
転
出
し
な
い
よ
う
、

ま
た
、
Ｉ
タ
ー
ン
等
に
よ
る
道
志
村
に
定
住

を
希
望
す
る
よ
う
な
、
政
策
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
議
員
が
申
し
ま
す
よ
う
に
定
住
者
の

増
加
の
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
重

要
な
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

○
簡
易
水
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

簡
易
水
道
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
お
尋
ね

い
た
し
ま
す
。
昨
年
の
一
般
質
問
に
お
け
る

回
答
で
、
長
畑
東
地
区
簡
易
水
道
の
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
村
内
の
他
の
地
域
の
簡
易
水
道
施
設

も
老
朽
化
が
進
み
、
更
新
期
を
迎
え
て
い
る

こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
問
題
の
多
い
簡

易
水
道
施
設
か
ら
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
村
の
考
え
方
の
中
で
、
長
畑

東
地
区
の
簡
易
水
道
の
整
備
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

回
答

○
産
業
振
興
課
長

長
幡
東
地
区
の
簡
易
水
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
既
に
三
〇
年
を
超
え
ま
し
て
多
く
の
問

題
を
抱
え
る
老
朽
化
の
著
し
い
施
設
と
し
て
、

抜
本
的
に
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
整
備
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ま
ず
、

水
源
の
調
査
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
来
年
度
の
取
り
組
み
と
し
ま
し

て
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
下
水
の
調
査
を
実

施
し
、
安
全
で
安
定
し
て
供
給
で
き
る
水
源

を
確
保
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

上
で
、
整
備
の
基
本
方
針
を
検
討
し
、
事
業

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

●
九
番
議
員
（
佐
藤
茂
美
）
過
疎
対
策
に
つ

い
て
、
道
志
村
独
自
の
子
育
て
支
援
、
花
嫁

対
策
、
介
護
の
問
題
に
力
を
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
簡
易
水
道
、

長
幡
地
区
の
簡
易
水
道
の
こ
と
で
す
が
、
地

域
住
民
の
強
い
要
望
な
の
で
一
日
も
早
い
対

策
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成21年５月１日（10）



科　　　目

1 . 村　　　　　　税

2 . 地 方 贈 与 税

3 . 利 子 割 交 付 金

4 . 配 当 割 交 付 金

5 . 株式等譲渡所得割交付金

6 . 地方消費税交付金

7 . 自動車取得税交付金

8 . 地方特例交付金

9 . 地 方 交 付 税

10. 交通安全対策特別交付金

11. 分担金及び負担金

12. 使用料及び手数料

13. 国 庫 支 出 金

14. 県　支　出　金

15. 財　産　収　入

16. 寄　　付　　金

17. 繰　　入　　金

18. 繰　　越　　金

19. 諸　　収　　入

20. 村　　　　　　債

計

予算額

218,671

15,008

1,200

346

159

17,600

7,385

2,029

857,930

0

13,741

15,255

351,442

84,455

1,957

135,691

13,047

50,433

26,226

524,800

2,337,375

収入済額

208,949

10,491

1,200

346

159

17,600

7,385

2,029

857,930

0

12,927

13,094

97,728

47,276

2,042

49,191

0

50,433

25,850

0

1,404,630

収入率(%)

95.6

69.9

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

100.0

0.0

94.1

85.8

27.8

56.0

104.3

36.3

0.0

100.0

98.6

0.0

60.1

一般会計歳入状況 （21. 3. 31現在　単位：千円）

39,003

862,058

207,469

85,857

292,281

48,699

256,645

139,227

152,192

0

246,607

2,721

4,616

2,337,375

35,976

308,993

115,647

59,009

146,728

28,495

62,861

60,320

139,343

0

246,228

0

0

1,203,600

92.2

35.8

55.7

68.7

50.2

58.5

24.5

43.3

91.6

0.0

99.8

0.0

0.0

51.5

一般会計歳出状況

1 . 議 　会　費

2 . 総 　務　費

3 . 民 　生　費

4 . 衛 　生　費

5 . 農林水産業費

6 . 商 　工　費

7 . 土 　木　費

8 . 消 　防　費

9 . 教 　育　費

10. 災 害 復 旧 費

11. 公 　 債 　 費

12. 諸 支 出 金

13. 予 　 備 　 費

計

支出率(%)支出済額予 算 額科　　　目

（21. 3. 31現在　単位：千円）

国民健康保険特別会計

国民健康保険診療所特別会計

簡易水道事業特別会計

老人医療費特別会計

観光施設等事業特別会計

介護保険特別会計

介護保険サービス事業特別会計

浄化槽事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

計

263,708

133,152

80,773

32,749

416,663

159,869

29,498

137,625

43,756

1,034,085

211,276

60,774

5,128

28,482

343,734

112,666

23,794

14,821

15,350

604,749

214,372

95,924

62,590

18,159

356,612

133,228

24,905

94,307

34,416

820,141

80.1

45.6

6.3

87.0

82.5

70.5

80.7

10.8

35.1

58.5

81.3

72.0

77.5

55.4

85.6

83.3

84.4

68.5

78.7

79.3

会 　 計　別 予算額 収入済額 収入率(%) 歳出済額 支出率(%)

特別会計歳入歳出状況 （21. 3. 31現在　単位：千円）
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平
成
二
十
年
度
下
期
　
主
な
事
業

●
総
務
費

・
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事
業

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

●
民
生
費

・
介
護
予
防
事
業

・
在
宅
福
祉
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
衛
生
費

・
す
こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
事
業

・
い
き
い
き
健
康
村
ど
う
し
健
診
事
業

●
農
林
水
産
業
費

・
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
金
事
業

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

・
農
林
道
開
設
改
良
事
業

●
土
木
費

・
村
道
中
山
〜
三
ヶ
瀬
線
改
良
事
業

・
村
道
室
久
保
線
・
中
入
〜
小
善
地
線
改
良
舗
装
事
業

●
消
防
費

・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業

・
消
防
団
員
制
服
配
備
事
業

●
教
育
費

・
道
志
中
学
校
体
育
館
耐
震
調
査
委
託
事
業

・
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
事
業

※水源の郷やまゆりセンター

平成2０年度 下半期財政公表（平成20年10月～21年3月）

村
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

池
の
原
団
地
（
道
志
中
学
校
裏
）
の
二
戸
が
空
室
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
入
居
を
希
望
す
る
方
は
産
業
振
興
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
家
賃
は
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
世
帯
全
員
の
所
得
金
額
等
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

※
入
居
予
定
日
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
中
旬
に
な
り
ま
す
。

※
村
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

※
敷
金
と
し
て
家
賃
の
三
ヵ
月
分
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一.

入
居
資
格

①
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し

な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
そ
の
他
婚
姻
の

予
約
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
が
あ
る
こ
と
。

②
公
営
住
宅
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

④
村
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

二.

申
込
時
に
必
要
な
書
類

①
入
居
申
込
書
・
・
・
産
業
振
興
課
　
建
築
住
宅
担
当

②
住
民
票
の
謄
本
（
続
柄
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
・
・
・
住
民
健
康
課

戸
籍
担
当

③
入
居
希
望
世
帯
全
員
の
所
得
が
わ
か
る
書
類

○
平
成
十
九
年
分
の
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
・
・
・
勤
務
先

ま
た
は

○
平
成
二
十
年
度
（
平
成
十
九
年
分
）
の
所
得
及
び
村
・
県
民
税
課

税
証
明
書
・
・
・
総
務
課
　
税
務
担
当

④
収
入
申
告
書
・
・
・
産
業
振
興
課
　
建
築
住
宅
担
当

⑤
納
税
証
明
書
・
・
・
総
務
課
　
税
務
担
当

三.

申
込
期
間

平
成
二
十
一
年
五
月
一
日(

金)

か
ら
二
十
日(

水
）
ま
で

四.

選
考
方
法

申
込
者
が
複
数
い
る
場
合
は
、
入
居
希
望
世
帯
全
員
の
所
得
金
額
等

と
住
宅
の
困
窮
度
等
ま
た
は
、
公
開
抽
選
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

五.

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

道
志
村
役
場
　
産
業
振
興
課
　

地
域
整
備
グ
ル
ー
プ
　
建
築
住
宅
担
当
　
佐
藤
好
起

�
〇
五
五
四
‐
五
二
‐
二
一
一
四
　
　
内
線
一
六
五

場　所 団地名 戸の位置 構　　造 床 面 積 部　屋 備　考

道志村
7672番地の2

池の原団地 B棟2号室
D棟3号室

RC３階建
59.09㎡
(17.9坪)

３ＤＫ
トイレ・UB

築21年

こ
の
「
財
政
公
表
」
は
、
村
民
の
み
な
さ
ま
に
道
志
村
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

毎
年
二
回
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
平
成
二
十
年
度
下
半
期
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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－滞納は絶対に許しません－
税は、まちづくりを支える大切な財源です。ほとんどの村民の方は、村税を納期限内に自主的に納

めていただいています。村では、税負担の公平性を確保するため、納税資力があるにもかかわらず、

納付に応じない滞納者に対しては、県地方税滞納整理推進機構と共同で強制的に給与、不

動産、自動車、預貯金、生命保険等の財産の差押えを執行し、その財産をインター

ネット公売により換価し、滞納税額に充てます。

また、場合によっては、職員が滞納者の自宅等を強制的に捜索して、発見した財産を差押え・搬出

し、公売することも行います。

山梨県地方税滞納整理推進機構と共同で
村税の徴収を強化します！

自動車の差押え例
（タイヤロックによる運行禁止措置）

延滞金は必ず徴収します

納期限までに税金が完納されない場合には、納期限の翌日から納付の日までの日数に

応じ、税金に次の割合を乗じて計算した延滞金を徴収します。

・納期限の翌日から１ケ月を経過する日まで → 年４.5％

・１ケ月を経過した日以降　　　　　　　　 → 年14.6％

－ 納期限内に納税できない方は、納税相談にお越しください－

災害や病気などの事情により、全額を一時に納められない場合には、徴収の猶予などの制度が

あります。ただし、生活状況や財産の取得状況などを申告していただき、調査の結

果、要件に該当した場合に適用されます。

納税相談窓口
総務課　税務係　TEL 52－2111 (内135）
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平成21年度地籍調査事業・大栗・小善地地区を実施

地籍調査にご協力ください

●調査方法は
一筆地調査といい、登記簿・公図及び地形地物などを参考に一筆ごとに地番、地目、境界を現地で確

認します。

●境界への杭打ちは
土地所有者の皆さんに一斉に杭を打っていただくため、通知しますのでご協力ください。土地所

有者の皆さんには、「一斉杭打ち日」に隣接土地所有者と立会の上、杭を打っていただきます。一度

打った杭は皆さんの土地を測量する基になりますので、動かしたり抜いたりしたい場合は、事前に

ご相談ください。打たれた杭は、地籍調査係と推進委員及び委託業者が確認した後、測量を行います。

●測量調査結果は
調査・測量が済みますと、来年夏以降に地図（地籍図）と地番・地目・面積（地籍簿）を確認し

ていただくため20日間の閲覧を行います。誤りがなければ国の認証を得て法務局に送付し、登記簿

と公図が訂正されます。

●一筆地調査で境界が決まらなかった場合は
筆界未定として処理し、境界線がはいりません。この場合建築確認申請、農地転用などの手続き

で許可されない場合があります。調査以後に境界が決まった場合には、個人の負担（測量費等）で

筆界未定の解消処理をしなければなりませんので、今回の地籍調査の際に境界を確定されることを

お奨めします。

●調査前の心得として
説明会の資料・内容を把握してください。隣接地との境界は、事前によく話し合って確定してお

いてください。

地籍調査は、国土調査法に基づく調査で土地の国勢調査と言われている大切な調査です。

現在使われている登記簿や公図は、明治時代に作られたもので長い年月の経過により、現況と変わって

きています。これを最新の測量方法により、公図と登記簿を訂正し、土地の正確な位置・形状・地

番・地目・面積を明らかにします。そして完成した地図（地籍図）はその正確性から公共事業に役立

つばかりでなく、復元可能ですから後日の境界問題に大きな力を発揮します。

平成21年度地籍調査実施区域略図

大切な土地を子孫や後世に伝えていくためにご協力をお願いします
問い合わせ先　産業振興課地籍調査係　TEL 52－2114
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診 療 所 だ よ り
自己紹介もありましたが、4月1日より浅川先生に代わり診療所勤務となりました、長谷川浩之です。

勤務についてから小学生を中心に、インフルエンザ(B型)の発症が数例みられました。世界的には豚イン

フルエンザも流行しているようです。インフルエンザをはじめとした感染症にならないために‘免疫力’

を高めていきましょう。そんな訳で、今回は免疫力を高めるための提案をしたいと思います。

● 運動不足厳禁！…適度な運動で血行をよく保っておかないと、免疫細胞が体のすみずみまでいき届

きません。

● オンとオフをはっきり！…メリハリのある生活リズムが、自律神経のバランスを正常に保ちます。

● 体を冷やさない！…体が冷えていると免疫細胞が働かなくなります。上手に体温調節をしましょう。

● しっかり睡眠！…睡眠不足は、自律神経のバランスを崩し、免疫力を弱める大きな原因です。なる

べく12時までに床に就き、質のよい睡眠を。

● 発酵食品で腸を丈夫に！…腸は多くの免疫細胞が集まる大切なところ。納豆などの発酵食品で腸の

善玉菌を増やし、腸内環境を整えておきましょう。

● タバコはやめるが勝ち！！…呼吸器系の障害を引き起こし、免疫機能を低下させる有害物質の代表。

当然、ウイルスにも感染しやすくなります。一番の頼りは、体に備わった免疫力です。病気になら

ない体作りで、道志を今以上に元気にしていきましょう。

続いて診療所の診察時間等の確認事項です。

● 診察日：月、火、水、金、土 (土曜は午前中のみ)

● 休診日：木曜日(医師研修日)、土曜日午後、日曜、祝祭日

● 受付時間：午前８：30～11：30、午後１：00～４：30

● 診察時間：午前８：30～12：00、午後１：00～５：30

診療所電話番号：0554-52-2040

○ 朝は午前7時40分には診療所の鍵を開けますので、診察開始時間までお待ちください。

○ 午前中の診察がのびた場合には、その分午後の診察時間が遅れることがあります。そのためできるだ

け診察時間内に受診していただきたいと思います。

○ 血液検査等は甲府の業者に委託していますので、平日の午前中のみ実施可能です。採血希望の場合は、

前日の午後9時以降は食事せずに来院してください。

○ レントゲン、心電図、超音波(エコー)検査はいつでもできます。

○ 胃カメラ検査は毎週火曜日の午前10時からで予約制となります。なお検査中(約20分)は他の人の診察

ができませんので御了承ください。

○ 時間外に急病等で診察希望の場合は、あらかじめ診察準備をしたいので、電話で症状、住所、氏名、

可能ならば診察券番号をお伝えください。受診時には一時預かり金として5000円をご用意ください。

○ 昨年度と同様、毎週木曜日は医師研修のため休診です。県立中央病院にて内視鏡研修を行っておりま

す。診療所スタッフは勤務しておりますが、医師不在のため、医療行為(投薬等)はできません。また

急な休診の場合には、広報への掲載や前日の村内放送で連絡したいと思います。

以上です。引き続き道志村国民保険診療所を育てて頂けるようお願い致します。

2
午前中のみ診察

9
午前中のみ診察

16
午前中のみ診察

23
午前中のみ診察

30
午前中のみ診察

6／6
午前中のみ診察

4/30
研修のため休診

7
研修のため休診

14
研修のため休診

21
研修のため休診

28
研修のため休診

6／4
研修のため休診

4/29
昭和の日

6
振替休日

13
午後：乳幼児検診

20
午後：小学内科検診

27
午後：中学校内科検診

6／3

4/28
午前：胃カメラ

5
こどもの日

4
みどりの日

12
午前：保育所検診

19
午前：胃カメラ

26
午前：胃カメラ

6／2
午前：胃カメラ

4/27

11

18

25

6／1

3
建国記念日

4/26

10

17

24

31

1

8

15

22

29
休　診

6／5

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月初めには保険証の提出をお願いします。
５月の連休明けは混雑が予想されるため、なるべくさけて受診してください。

五
月
の
予
定
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村役場職員の紹介

こ
の
度
、
長
田
豊
教
育
長
の
後
任
と
し
て
教
育
行
政

の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
行

政
の
仕
事
で
あ
り
戸
惑
い
と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
有
り

ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
や
、
村
当
局
、
議
会
教
育
委
員

会
の
方
々
の
温
か
い
ご
指
導
、
ご
支
援
を
頂
な
が
ら
職

責
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
国
際
化
や
高
度
情
報
化
の
進
展
、
価
値
観
の

多
様
化
な
ど
、
社
会
情
勢
が
著
し
く
変
化
す
る
中
で
、

教
育
の
憲
法
と
言
わ
れ
て
い
る
、
教
育
基
本
法
の
改
定

を
は
じ
め
色
々
な
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
次
代
を
担
う
人
材
を
ど
う
育
て
て
い
け
ば
良
い
か

新
し
い
教
育
の
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
志
村
に
お
い
て
も
過
疎
、
高
齢
化
の
進
行
の
中
で
、

児
童
、
生
徒
数
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
減
少
な

ど
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
と
生
涯
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
教

育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

教
育
委
員
会
教
育
長

中

野

恭

志
　

こ
の
た
び
四
月
か
ら
産
業
振
興
課
で
お
世
話
に
な
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
矢
野
虎
鉄
で
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
や
景
観
・
環
境
行
政
に
関
す
る
担
当
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
、
横
浜
市
の
人
事
交
流
制
度
に
よ
り
、
一
年
間

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道
志
村
役
場
で

働
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
与
え
て
も
ら
い
、
非
常
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

道
志
村
に
は
こ
れ
ま
で
に
も
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
で
何
度
か
足
を
運
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
道
志
村
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
お

い
し
い
水
と
空
気
の
な
か
で
、
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
道
志
村
を
拠
点
に
山
梨
県
内
を
い
ろ
い

ろ
と
探
索
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
勧
め
ポ

イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
是
非
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

私
自
身
、
今
回
が
初
め
て
の
異
動
で
あ
り
、
未
熟
な

点
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
道
志
村
の
た
め
に
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

産
業
振
興
課

矢

野

虎

鉄

今
年
の
四
月
か
ら
産
業
振
興
課
で
簡
易
水
道
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
谷
直
樹
と
申
し
ま
す
。

出
身
は
八
王
子
で
す
が
、
小
学
五
年
生
の
夏
休
み
に
道

志
村
に
遊
び
来
る
機
会
が
あ
り
、
魚
捕
り
や
川
で
泳
い

だ
こ
と
が
今
で
も
大
切
な
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
来
、
い
つ
か
は
道
志
に
住
み
た
い
と
い
つ
も

考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
道
志
村
は
魅
力
の
あ
る

土
地
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く
の

人
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。
道

志
村
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、
ど
こ

か
で
お
会
い
し
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
声
を
掛
け
て
下
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

産
業
振
興
課

谷

　

直

樹

こ
の
た
び
、
道
志
村
役
場
総
務
課
に
配
属
と
な
り
ま

し
た
半
田
貴
子
で
す
。
高
校
、
大
学
と
道
志
村
か
ら
離

れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
村
内
で
の
生
活
は

大
変
懐
か
し
く
、
皆
様
の
あ
た
た
か
さ
を
日
々
感
じ
て

お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
道
志
村
の

た
め
、
そ
し
て
村
民
の
皆
様
の
た
め
、
地
域
づ
く
り
に

尽
力
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総

務

課半

田

貴

子
　

は
じ
め
ま
し
て
。
四
月
よ
り
前
任
の
浅
川
先
生
に
か

わ
り
、
診
療
所
勤
務
と
な
り
ま
し
た
長
谷
川
浩
之
（
は

せ
が
わ
ひ
ろ
ゆ
き)

で
す
。

出
身
は
甲
府
市
・
川
田
町
（
石
和
町
と
の
境
で
す
）

で
、
高
校
は
甲
陵
高
校
で
す
。
大
学
は
歴
代
の
当
診
療

所
勤
務
の
先
生
方
と
同
じ
く
、
自
治
医
科
大
学
で
す
。

卒
業
後
二
年
間
は
山
梨
県
立
中
央
病
院
に
て
初
期
臨
床

研
修
医
と
し
て
学
び
な
が
ら
働
き
、
そ
の
後
都
留
市
立

病
院
に
て
内
科
医
と
し
て
二
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
は
道
志
村
の
方
と
も
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
勤
務
医
と
い
う
立
場
で
、
病
院
に
来
ら
れ

た
方
を
診
察
す
る
と
い
う
〝
待
ち
〞
の
姿
勢
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
前
任
の
先
生
方
と
同
様
に
、
道
志
村
の
健

康
増
進
の
た
め
、
〝
攻
め
〞
の
気
持
ち
で
、
地
域
に
密

着
し
た
診
療
所
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
診
療
所
が
移
転
、
新
設
さ
れ
ま
す
。
新
し

い
診
療
所
の
歴
史
を
皆
様
と
一
緒
に
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
科
診
療
所
　
医
師

長
谷
川

浩

之
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村内小中学校教職員の紹介

着
　
任

道
志
小
学
校
　
　
　
（
旧
任
校
）

教
　
　
頭
　
望
月
　
主
税
　
石
和
北
小

教
　
　
諭
　
佐
藤
　
大
輔
　
文
大
附
小

養
護
教
諭
　
樋
口
　
喜
子
　
新
採
用

道
志
中
学
校
　
　
　
（
旧
任
校
）

教
　
　
諭
　
長
峰
　
寿
多
　
河
口
湖
北
中

教
　
　
諭
　
小
林
　
裕
季
　
松
里
中

栄
養
職
員
　
守
屋
　
愛
子
　
伊
勢
小

事
務
職
員
　
野
矢
　
　
潤
　
新
採
用

離
　
任

道
志
小
学
校
　
　
　
（
新
任
校
）

教
　
　
頭
　
小
宮
　
克
己
　
禾
生
第
二
小

教
　
　
諭
　
高
尾
　
篤
史
　
勝
山
小

養
護
教
諭
　
吉
川
　
華
織
　
大
里
小

道
志
中
学
校
　
　
　
（
新
任
校
）

教
　
　
諭
　
丸
山
　
祥
久
　
山
中
湖
中

教
　
　
諭
　
佐
藤
　
栄
克
　
都
留
第
一
中

栄
養
職
員
　
三
浦
　
千
明
　
鳴
沢
小

事
務
職
員
　
天
野
　
美
紀
　
退
職

教
職
員
の
異
動

３
学
年
担
任

竹
下
あ
さ
み

２
学
年
担
任

鈴
木
真
由
美

Ａ
Ｌ
Ｔ

ケ
リ
ー
・
ボ
イ
ラ
ン
ド

１
学
年
所
属

出

羽

幸

世

栄
養
職
員

守

屋

愛

子

教
務
主
任

長

峰

寿

多

事
務
職
員

野

矢

　

潤

１
学
年
担
任

小

林

裕

季

校
　
長

杉

本

昭

次

教
　
頭

加

藤

清

二

養
護
教
諭

櫻

井

敦

美

１
学
年
主
任

渡
邉
恵
美
子

１
学
年
主
任

天

野

理

枝

３
学
年
主
任

細

川

里

美

道志小学校 道志小学校 道志小学校 

道志中学校 道志中学校 道志中学校 道志中学校 
生徒数：62人

教
　
諭

渡

辺

麻

里

教
　
諭

和
地
め
ぐ
み

村
担
司
書

山

口

直

子

事
務
主
査

杉

本

久

香

助
教
諭

山

崎

雅

美

養
護
教
諭

樋

口

喜

子

教
　
諭

加

藤

孝

子

校
　
長

貴

家

栄

正

教
　
諭

花

上

和

広

教
　
諭

坂

本

大

輔

教
　
頭

望

月

主

税

教
　
諭

佐

藤

大

輔

教
　
諭

小

幡

真

弓

道志小学校 道志小学校 道志小学校 道志小学校 

道志中学校 道志中学校 道志中学校 

児童数：91人
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全
国
的
に
子
ど
も
た
ち
の
体
力
低
下

が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
梨
県
で
も

全
校
で
体
力
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本
校
で
も
今
年
度
は
、

縄
跳
び
運
動
と
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
取
り
組

み
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。
運
動
は
積
み

重
ね
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
毎
日
続
け

る
こ
と
で
体
力
は
つ
い
て
き
ま
す
。
み

ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
応
援
お
願

い
し
ま
す
。

三
月
十
九
日
に
六
年
生
を
送
り
出
し
、

寂
し
か
っ
た
小
学
校
も
四
月
六
日
に
十

九
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。
大
勢

の
在
校
生
や
来
賓
の
方
々
に
祝
福
さ
れ

た
一
年
生
は
毎
日
元
気
よ
く
登
校
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
く
望
月
主
税
教

頭
先
生
、
佐
藤
大
輔
先
生
、
樋
口
喜
子

先
生
（
養
護
教
諭
）、
山
崎
雅
美
先
生
を

お
迎
え
し
、
児
童
数
九
十
一
名
、
職
員

数
十
三
名
で
平
成
二
十
一
年
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

新
入
生
を
迎
え
、
在
校
生
の
教
室
も

変
わ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
全
校
児
童
に

よ
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
火
災
」
を
想
定
し
ま
し
た
。
避

難
経
路
の
確
認
と
「
お
さ
な
い
」「
は
し

ら
な
い
」「
し
ゃ
べ
ら
な
い
」「
も
ど
ら

な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
た
。
み
ん
な
真

剣
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

学校だより 道志小学校 (第42号）

四
月
十
三
日
（
月
）
よ
り
、
一
年
生

の
給
食
が
始
ま
り
ま
し
た
。
栄
養
士
の

守
屋
先
生
に
給
食
の
準
備
の
仕
方
や
食

べ
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
白
衣
の
着

方
も
勉
強
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
六

年
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
食

事
の
マ
ナ
ー
や
給
食
の
ル
ー
ル
等
を
学

ん
で
行
き
ま
す
。
一
年
生
は
毎
日
、
お

い
し
い
給
食
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

◎
平
成
二
十
一
年
度
ス
タ
ー
ト

◎
一
年
生
は
初
め
て
の給

食
で
す
。

◎
体
力
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

◎
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。



●
春
の
五
感
の
集
い

春

の

調

べ

普
段
、
自
然
の
中
で
音
楽
を
聴
く
機
会

は
な
い
も
の
で
す
が
、
新
緑
の
色
ま
す
季

節
に
素
敵
な
一
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

津
軽
三
味
線
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

奏
者

(

藤
田
淳
三
ほ
か
）

日
　
時
　
平
成
二
一
年
五
月
二
四
日(

日)

午
後
一
時
か
ら

場
　
所
　
農
村
公
園
（
村
営
道
志
の
湯
前

中
州)

雨
天
時
は
、
道
志
中
体
育
館

入
場
料
　
無
料

◆
動
物
愛
護
推
進
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

動
物
愛
護
推
進
員
と
は
、
県
や
市
町
村

が
実
施
す
る
動
物
愛
護
行
事
へ
の
協
力
や
、

各
種
動
物
の
飼
い
方
等
に
関
す
る
相
談
窓

口
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
動
物
の
愛
護

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
方
で
す
。

（
山
梨
県
内
で
二
〇
名
か
ら
三
〇
名
程

度
を
募
集
し
て
い
ま
す
）

【
任
期
】

二
年
間

（
平
成
二
一
年
七
月
一
日
か
ら

平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
ま
で
）

【
応
募
資
格
】

（
一
）
県
内
に
在
住
し
二
〇
歳
以
上
で

あ
る
こ
と

（
二
）
動
物
愛
護
に
つ
い
て
熱
意
と
識

見
が
あ
る
こ
と

（
三
）
動
物
愛
護
推
進
員
養
成
講
習
会

の
受
講
が
可
能
で
あ
る
こ
と

六
月
一
三

(

土
）
を
予
定
し
て

い
ま
す

○
問
い
合
わ
せ
先

住
民
健
康
課
　
動
物
愛
護
担
当

�
〇
五
五
四
‐
五
二
‐
二
一
一
三

▲
五
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

紫
外
線
の
強
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

帽
子
・
日
焼
け
止
め
な
ど
で
紫
外
線
に
あ

た
る
量
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
ま
し
ょ

う
。
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元
気
を
応
援
し

ま
す
。

対
象
者
は
、
保
育
所
入
所
前
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
で
す

◎
も
し
も
の
時
の
た
め
に

乳
幼
児
事
故
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
五
月
一
二
日
（
火
）

午
前
一
〇
時
か
ら

場
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
は
、
突
然
の
事
故
の
時
に
は
迅
速
で

正
し
い
対
応
が
必
要
で
す
。
子
供
た
ち
の

命
を
守
る
た
め
に
直
ぐ
対
応
で
き
る
よ
う

基
本
的
な
対
応
の
仕
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

救
命
救
急
士
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
く
ら
し
の
情
報 

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 

お
知
ら
せ 
お

知

ら

せ

 
お

知

ら

せ

 
催
し 

お
知
ら
せ 

●
「
道
志
村
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

二
〇
〇
九

春
」
の
開
催

「
緑
と
清
流
と
歴
史
の
郷
」
で
あ
る
こ

の
道
志
村
で
、
手
づ
く
り
に
よ
り
生
れ
た

多
く
の
ク
ラ
フ
ト
を
沢
山
の
人
に
触
れ
て

い
た
だ
き
、
作
り
手
と
使
い
手
の
交
流
の

場
を
設
け
る
と
共
に
、
地
域
産
業
の
振
興

を
図
る
た
め
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
二
一
年
五
月
二
三
日

(

土)

二
四
日

(

日)

両
日
、
九
時
か
ら
一
七
時
ま
で

会
　
場
　
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場

出
展
者
募
集
！

・
応
募
資
格

一
、
道
志
村
に
住
所
を
有
す
る
者
。
又
は

道
志
村
に
工
房
等
が
あ
り
主
に
道
志
村

で
ク
ラ
フ
ト
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
。

二
、
出
展
者
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で

あ
る
こ
と
。
（
仕
入
品
等
を
展
示
販
売

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

三
、
主
催
者
の
指
示
に
従
い
、
秩
序
を
守

る
こ
と
。

・
出
展
料

一
区
画
　
二
〇
〇
〇
円（
開
催
期
間
中
）

・
出
展
場
所

・
道
の
駅
ど
う
し
　
芝
生
広
場
（
約
三
ｍ

×
三
ｍ
）場
所
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。

・
申
込
締
切

平
成
二
一
年
五
月
一
三
日

(

水
）

・
出
展
者
説
明
会

平
成
二
一
年
五
月
一
五
日

(

金
）

道
の
駅
ど
う
し
二
階
会
議
室

午
後
二
時
〜

・
応
募
・
問
合
せ
先

道
志
村
役
場
　
産
業
振
興
課

水
源
の
郷
振
興
グ
ル
ー
プ

�
〇
五
五
四
‐
五
二
‐
二
一
一
四

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

募
集 

お
知
ら
せ 

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

子
育
て 

お
知
ら
せ 



◎
楽
し
く
３
Ｂ
体
操
を

や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
五
月
二
六
日
（
火
）

午
前
一
〇
時
か
ら

場
　
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容
は
、
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
て
大
好
評
で
す
。
み
ん

な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

伯
耆
・
宮
下

ま
で

�
〇
五
五
四
‐
五
二
‐
二
一
一
三

■
村
内
一
斉
清
掃

一
斉
消
毒
の
お
知
ら
せ

「
村
民
一
斉
ご
み
ゼ
ロ
作
戦
」

毎
年
恒
例
の
村
内
一
斉
清
掃
と
消
防
団

に
よ
る
一
斉
消
毒
を
行
い
ま
す
。
日
本
一

の
水
源
の
郷
を
め
ざ
し
、
よ
り
快
適
な
環

境
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
二
一
年
五
月
三
一
日(

日)

午
前
八
時
か
ら

場
　
所
　
各
自
治
会
地
内

実
施
内
容
　
国
道
・
県
道
・
河
川
等

人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員
山
口
辰
五
郎
氏
が
四
月

一
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。（
再
任
）

人
権
擁
護
委
員
は
、人
格
識
見
が
高
く
、

人
権
擁
護
に
理
解
の
あ
る
人
を
、
村
長
が

推
薦
し
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

任
期
は
、
三
年
間
で
す
。
道
志
村
に
お

い
て
は
、
現
在
三
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
の

委
嘱
の
お
知
ら
せ

佐さ

藤と
う

忠た
だ

男お

さ
ん

自
衛
官
志
願
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

地
方
協
力
本
部
の
行
う
募
集
の
た
め
の
一

般
的
及
び
個
別
的
広
報
に
対
す
る
援
助
を
、

当
該
個
人
の
好
意
に
基
づ
い
て
実
施
し
て

い
た
だ
け
る
方
々
で
す
。
任
期
は
、
二
年

間
で
す
。

※
住
所
　
道
志
村
五
七
二
六
番
地
一
二

�
五
二
‐
二
六
五
八

行
政
相
談
委
員
の

委
嘱
の
お
知
ら
せ

新に
い

津つ

隆た
か

平ひ
ら

さ
ん

平
成
二
一
年
四
月
一
日
付
け
で
、
総
務

大
臣
よ
り
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

行
政
相
委
員
は
、
行
政
相
談
委
員
法
に

基
づ
い
て
、
総
務
大
臣
が
民
間
の
有
識
者

に
行
政
相
談
の
受
付
け
等
の
業
務
を
委
嘱

し
、
地
域
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
行
政

相
談
窓
口
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
山
梨
県
内

で
は
、
二
八
市
町
村
に
七
一
人
の
行
政
相

談
委
員
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

市
町
村
内
で
相
談
を
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
は
、
毎
月
次
の
日
時
で
定
例

相
談
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
自
宅
で
も
受
付
て
お
り

ま
す
。

日
　
時
　
毎
月
第
三
水
曜
日

（
今
月
は
二
〇
日
）

場
　
所
　
道
志
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
住
所
　
道
志
村
七
一
七
七
番
地

�
五
二
‐
二
〇
一
一

総
務
省
・
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

六
月
一
日
か
ら
一
〇
日
は
、「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
で
す
。
み

ん
な
で
電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

�
〇
三
‐
六
二
三
八
‐
一
九
三
九

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

�
〇
三
‐
六
二
三
八
‐
一
九
四
五

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

�
〇
三
‐
六
二
三
八
‐
一
九
四
四
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知
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せ

 

お

知

ら

せ

 

生
活
・
環
境 

お
知
ら
せ 

お

知

ら

せ

 

お

知

ら

せ

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

お
知
ら
せ 

平
成
二
十
一
年
度

啓
発
活
動
重
点
目
標

み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世
紀



全
日
、
三
時
間
講
習
、
定
員
二
四
名

受
付
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
ま
で

○
会
　
場
　
富
士
吉
田
市
立
病
院

二
階
講
堂

○
対
象
者
　
一
般
市
民
の
方
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
設

置
施
設
の
方
、
医
療
従
事
者
の
方

○
内
　
容
　
心
肺
停
止
に
対
す
る
初
期
対

応
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
正
し
く
理

解
し
、
基
本
的
な
心
肺
蘇
生
法
を
習
得

す
る
も
の
で
す
。
新
た
な
基
準
に
も
対

応
し
、
最
終
的
に
富
士
五
湖
消
防
本
部

が
認
定
す
る「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

○
受
講
料
　
無
料

○
講
　
師
　
富
士
吉
田
市
立
病
院
救
急
医

療
担
当
医
師
及
び
有
資
格(

Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｓ)

看
護
師
、
救
急
救
命
士(

協

力
・
富
士

五
湖
消
防
本
部)

○
申
込
方
法
　
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

○
申
込
問
合
　
富
士
吉
田
市
立
病
院

医
事
課

(

救
急
医
療
委
員
会
事
務
局)

�
〇
五
五
五
‐
二
二
‐
四
一
一
一

内
線
二
一
〇
一(

渡
辺)

法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
お
知
り
に
な
り
た
い
法
務
局

の
事
務
に
関
す
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

○
日
時
　
平
成
二
一
年
六
月
一
四
日(

日
）

午
前
九
時
か
ら

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

○
場
所

甲
府
市
地
方
法
務
局
　
四
階
会
議
室

甲
府
市
北
口
一
丁
目
二
番
十
九
号

○
相
談
内
容
　
相
続
、
売
買
、
抵
当
権
抹

消
等
の
不
動
産
登
記
、
会
社
等
の
登
記

の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
な
ど

○
主
催
　
甲
府
地
方
法
務
局

�
〇
五
五
‐
二
五
二
‐
七
一
五
一

や
ま
び
こ
支
援
学
校
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
の
お
知
ら
せ

本
校
の
教
育
活
動
に
つ
い
て
、
多
く
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
授
業
や

校
内
の
様
子
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
　
平
成
二
一
年
六
月
三
日

(

水
）

午
前
九
時
一
五
分
か
ら
一
二
時
ま
で

○
受
付
　
九
時
か
ら
九
時
一
五
分
ま
で

な
お
、
当
日
は
、
教
育
相
談
も
実
施
い

た
し
ま
す
。
見
学
や
相
談
を
ご
希
望
の
方

は
、
五
月
二
二
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

支
援
指
導
部
（
権
正
・
田
中
）

〒
四
〇
九
〇
五
〇
一

大
月
市
富
浜
町
宮
谷
一
四
九
七

�
〇
五
五
四
‐
二
三
‐
一
九
四
三

�
〇
五
五
四
‐
二
三
‐
一
九
四
六

狂
犬
病
予
防
注
射

未
接
種
の
方
へ
の
お
知
ら
せ

去
る
、
平
成
二
一
年
四
月
一
六
日
（
木
）

に
各
地
区
を
訪
問
し
、
集
合
注
射
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
当
日
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
別
に

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
た
際
は
、
領

収
書
を
持
参
し
、
役
場
住
民
健
康
課
ま
で

平成21年５月１日（20）

富
士
吉
田
市
立
病
院

Ｂ
Ｌ
Ｓ
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会

と
っ
さ
の
と
き
、
あ
な
た
の
は
じ
め
の

行
動
が
、
大
切
な
命
を
救
い
ま
す
。

家
族
の
た
め
、
自
分
自
身
の
た
め
、
多

く
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
た
い
講
習

会
で
す
。
皆
さ
ん
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

○
日
時
　
第
一
回
　
五
月
九
日

(

土)

第
二
回
　
九
月
一
二
日

(

土)

第
三
回
　
一
一
月
一
四
日

(

土)

第
四
回
　
三
月
一
三
日

(

土)

調
理
師
試
験
の
お
知
ら
せ

平
成
二
一
年
度
山
梨
県
調
理
師
試
験
を

次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

○
願
書
の
配
布

平
成
二
一
年
五
月
一
日

(

金)

か
ら

○
願
書
の
受
付

平
成
二
一
年
五
月
一
八
日

(

月)

か
ら

五
月
二
二
日

(

金)

ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

＊
願
書
の
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
は
、

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
で
行
っ

て
い
ま
す
。

○
試
験
日
時

平
成
二
一
年
七
月
四
日

(

土)

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

（
集
合
一
二
時
三
〇
分
）

○
試
験
会
場

山
梨
学
院
大
学

（
甲
府
市
酒
折
二
丁
目
四
―
五
）

お
問
い
合
わ
せ

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
支
援
課

�
〇
五
五
五
‐
二
四
‐
九
〇
三
四

お
越
し
下
さ
い
。
注
射
済
票
を
交
付
し
ま

す
。（
交
付
手
数
料
と
し
て
、
一
件
当
た
り

五
五
〇
円
必
要
で
す
。）
な
お
、
獣
医
師
等

で
既
に
注
射
が
済
ん
で
い
る
方
や
、
犬
の

死
亡
届
の
理
由
に
よ
り
既
に
飼
っ
て
い
な

い
場
合
は
必
ず
役
場
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

役
場
職
員
の
人
事
異
動
に
つ
い
て

一
、
昇
格
・
配
置
替
え
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

（
Ｇ
Ｌ
）、
施
設
長
辞
令
　
七
名

（
課
　
長
）

佐
藤
光
男
　
総
務
課
課
長

大
房
保
夫
　
議
会
事
務
局
長

（
課
長
補
佐
）

山
口
　
亮
　
産
業
振
興
課
課
長
補
佐

兼
・
水
源
の
森
振
興
担
当
Ｇ
Ｌ

（
昇
格
）

兼
・
観
光
施
設
長

山
口
晃
司
　
総
務
課
課
長
補
佐

兼
・
総
務
行
政
担
当
Ｇ
Ｌ

（
主
幹
）

大
田
満
す
江
　
住
民
健
康
課
主
幹

兼
・
高
齢
者
福
祉
Ｇ
Ｌ

兼
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
長

諏
訪
本
　
栄
　
総
務
課
主
幹

兼
・
財
政
政
策
担
当
Ｇ
Ｌ

（
主
任
）

佐
藤
徳
敏
　
総
務
課
主
任

兼
・
簡
易
水
道
の
維
持
管
理
業

務
を
特
命

ニ
、
交
流
採
用
職
員
　
一
名

（
主
任
）

矢
野
虎
鉄
　
産
業
振
興
課
主
任

（
横
浜
市
市
役
所
総
務
局
）

三
、
理
事
採
用
　
一
名

中
島
　
晋
　
理
事
（
非
常
勤
）

四
、
新
規
採
用
　
三
名
（
医
師
）

長
谷
川
裕
之
　
住
民
健
康
課
　

医
科
診
療
所
医
師

（
主
事
）

半
田
貴
子
　
総
務
課
主
事

谷
　
直
樹
　
産
業
振
興
課
主
事
　



村
長
が
横
浜
市
へ
表
敬
訪
問

深
ま
る
友
好
交
流
関
係

四
月
十
五
日
に
村
長
及
び
教
育
長

が
横
浜
市
を
訪
問
し
、
金
田
・
阿
部

・
野
田
の
３
人
の
副
市
長
と
会
談
し

ま
し
た
。
会
談
で
は
、
水
を
通
じ
て

長
い
交
流
の
歴
史
を
持
つ
両
市
村
で
、

お
互
い
を
理
解
し
友
好
を
深
め
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

関
連
事
業
で
あ
る
間
伐
材
を
利
用
し

た
産
業
の
創
出
事
業
・
全
国
子
ど
も

農
山
漁
村
体
験
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
・
久
保
分
校
利
活
用
事
業
等
の

各
種
事
業
の
実
現
に
向
け
て
、
よ
り

具
体
的
な
支
援
策
の
実
行
に
つ
い
て

要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
道
志
村
は
、
今
年
７
月
に

村
制
施
行
百
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す

が
、
横
浜
市
も
市
制
百
二
十
周
年
と

開
港
百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
記

念
事
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
横
浜
で
の
訪
問
先

・
環
境
創
造
局
長

・
地
球
温
暖
化
対
策
事
業
本
部
長

・
都
市
経
営
局
長

・
行
政
運
営
調
整
局
長

・
水
道
局
長

・
ま
ち
づ
く
り
調
整
局
長

・
神
奈
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

横
浜
中
央
支
部

道
志
村
消
防
団
長
の

任
命
に
つ
い
て

池い
け

谷や

勝
ま
さ
る

さ
ん

消
防
団
の
幹
部
役
員
が
任
期
満
了

に
伴
い
、
消
防
団
員
か
ら
推
薦
を
受

け
た
池
谷
勝
氏
に
四
月
の
役
員
会
に

お
い
て
大
田
村
長
か
ら
任
命
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
　
長
　
池
谷
　
勝

副
団
長
　
出
羽
達
彦

〃
　
　
山
口
栄
一

旗
　
手
　
佐
藤
智
秀

会
　
計
　
水
越
克
伸

第
一
分
団
長
　
出
羽
久
美
男

第
二
分
団
長
　
佐
藤
　
久

第
三
分
団
長
　
佐
藤
　
進

第
四
分
団
長
　
北
浦
　
晋

消
防
団
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る

消
防
防
災
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、

地
域
住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
の
た

め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り

ま
す
が
、
近
年
、
社
会
環
境
の
変
化

等
を
受
け
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
消

防
団
員
数
の
減
少
等
の
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
を
基
本
理
念
に
、
郷
土
愛

護
の
精
神
に
基
づ
き
昼
夜
を
問
わ
ず

に
地
域
住
民
を
火
災
・
水
害
か
ら
守

る
た
め
に
全
力
で
取
り
組
む
覚
悟
で

す
。今

後
も
道
志
村
消
防
団
に
こ
れ
ま

で
と
同
様
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（21）

まちづくり局長より
横浜市建築物環境配慮制度
キャラクターの贈呈

（道志産間伐材で作ったきゃすびッピ）

野田副市長　 金田副市長　 阿部副市長

道志村トピックス

行
政
相
談
委
員
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈

山や
ま

口ぐ
ち

輝
あ
き
ら

さ
ん

平
成
二
一
年
四
月
二
〇
日
、
道
志

村
役
場
に
お
い
て
山
梨
行
政
評
価
事

務
所
長
か
ら
山
口
輝
さ
ん
に
感
謝
状

贈
呈
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
年
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。



平成21年５月１日（22）

出生児・卒業
生らに三つ葉ツツジを贈呈出生児・卒業
生らに三つ葉ツツジを贈呈

道志村では、四季豊かな地域の景観を創造するため「ふるさとづくり花いっぱい運動」を推進

しています。

この運動は、住民と行政が一体となり自分たちの住む地域景観を美しくすると共に、花や木を

育て合わせて「思いやりの心」を育てていただくことを目的に、平成６年度から道志音頭でも歌

われている三つ葉ツツジを人生記念樹として、出生児・退

所児・卒業生に贈呈しています。

平成20年度は、出生児12名、保育所の退所児19名、

小・中学校卒業生37名の皆さんに大田村長から贈呈いたし

ました。

本事業は平成６年度の開始以来、すでに1,339本の三つ

葉ツツジが村内に植樹され、人生記念樹として、子供たち

の成長とともに見守っていただき、道志村が花咲く七里と

なることを念願するものです。
道志小学校卒業式で贈呈

杉本　空
くう

哉
や

くん

Ｈ20.4.9生
大指　真一さん

佐藤　優
ゆう

有
あ

ちゃん

Ｈ20.4.11生
馬場　好起さん

山口　陽以來
ひ い ら

ちゃん

Ｈ20.8.14生
西和出村　慎吾さん

加藤　景
けい

己
き

くん

Ｈ20.4.16生
板橋　源正さん

山口　桜
さく

愛
ら

ちゃん

Ｈ20.5.1生
東神地　時彦さん

山本　千
せん

莉
り

くん

Ｈ20.6.12生
東和出村　学さん

山口　凛
り

恩
おん

くん

Ｈ20.11.12生
東神地　洋久さん

佐藤　雅
まさ

也
や

くん

Ｈ20.12.2生
谷相　隆光さん

佐藤　舞桜
ま お

ちゃん

Ｈ20.12.4生
谷相　勇樹さん

白井　絢
あや

花
か

ちゃん

Ｈ21.1.27生
東神地　一博さん

杉本　陸
りく

斗
と

くん

Ｈ21.3.4生
大指　善美さん

山口　嶺
れい

くん

Ｈ21.3.15生
東神地　翔さん

平成20年度 
出生者紹介 



過去・現在・未来
長又 園 田 稔

長又の契約別

荘に暮らし始め

て早五年、お世

話になりました

皆さんに顔を合

わせる機会もな

くひっそり生き

て居ます。

過去・・・あああの人か・・・

道志村との関わりは１０歳の頃からの

渓流釣りに始まり、仕事では３０年の縁

あり、今でもお世話になっていますが、

安全安心の基本精神、太い絆に拘ってい

ます。

現在・・趣味は渓流釣り、農業、俳句

（鍬の柄も夏痩せをして生きるかな）

俳句では水との縁の深い横浜市の妙蓮

寺近くの篠原公民館で開かれる句会にも

月一度ですが勉強に通っています。

未来・・・自然との調和

懐かしい「煙り棚引く苫屋こそ」の童

謡の一節にもあります、煙は高い方へ流

れ水源林に付着します、煙りとは逆に雨

で流され下流へ、１９９７年からのダイ

オキシン規制法は次第に厳しくなったも

のの「煙に巻く」ことも出来ず心配の種、

どう始末しますか。

美味しい水割りで酔い、「スナックの

カウンターを走りたい」が静かな「夢」

でもある。

お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）（

届
出
人
）

大
　
指
　
杉
本
陸
斗
（
り
く
と
）
ち
ゃ
ん

杉
本
善
美

東
神
地
　
山
口
　
嶺
（
れ
い
）
く
ん山

口
　
翔

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

釜
之
前
　
　
佐
藤
幸
福
　
　
八
十
四
歳

下
善
之
木
　
山
口
や
ち
ゑ
　
九
十
三
歳

〃
　
　

池
谷
義
市
　
　
六
十
歳

（
三
月
届
出
）

（23）

志
し

村
むら

海玖斗
み く と

くん（西和出村）

平成18年10月11日生
父 茂さん　母 あかねさん

上善之木　池谷賀一さん

い
つ
頃
か
ら
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
庭
先
の
柿
の
木
が

実
を
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
山
ざ
く
ら
が
咲
き
ま
し
た
！

さ
く
ら
の
花
言
葉：

精
神
美
、
優
れ
た
美
人

園田さんで38人目となります。

慶

弔

村制施行120周年記念事業紹介
「子ども環境サミットｉｎ．Ｄｏｓｈｉ」の開催決定

７月５日午後２時より「やまゆりセンター」におい

て「子ども環境サミットｉｎ．Ｄｏｓｈｉ」を開催す

ることが決定しました。

参加者は、道志村「道志中学校」・横浜市「みたけ台

中学校」・綾部市「上林中学校」の３校の中学生で、

環境をテーマに「上流域と下流域に住む人たちの交流

とそれぞれの役割」について７月から供用開始される

ブロードバンドを利用した音と映像による遠隔会議を

行います。



道志村制120周年 

〒402-0209  山梨県南都留郡道志村６１８１-１　TEL 0554-52-2111㈹ FAX 0554-52-2572 URL http ://www.v i l l . dosh i . lg . jp/

この広報紙は環境保護のため、
再生紙、大豆油インキを使用しています。

婦人会　山梨県庁訪問　　昭和30年頃

道志村漁業協同組合　創立当時役員記念撮影　　昭和30年10月

「今忙しくて・・・」ということばは理由になりませんが、できるだけ広報取材の基本で

ある足を運んで取材ができるよう努力していきたいと思います。

今後ともご指導くださいますようお願いします。

Ｈ21.４.１現在　世帯数：619世帯　人口：1992人 (男：990人　女：1002人）

編集後記

発行　道志村役場

村
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念
事
業
に
ち
な
み
、
今
年
一
年
間
道
志
村
の
昔
の
写
真
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に

道
志
村
の
過
去
を
振
り
返
る
機
会
と
し
て
、
先
人
達
の
歩
ん
だ
足
跡
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
古
い
写
真
を
お
持
ち
で
掲
載
を
希
望

し
た
い
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
今
後
村
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

写真提供：神地　山口法邦さん


